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ご入学  おめでとう
4 月 10 日㈪、市内小学校の入学式が行われました。

今年、小学校に入学された児童数は、全体で 659 人。

元気いっぱいの新入生たちがデビューしました !!

写真は、上岩出小学校の入学式です。
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一般会計 予算額 対前年度増減率

一般会計 126億 3636 万 9千円 ▲ 3.0%

特別会計 予算額 対前年度増減率

国民健康保険事業特別会計 37億 5584 万 3千円 5.5%

老人保健事業特別会計 28億 590 万 4千円 4.3%

介護保険事業特別会計 19億 7718 万 7千円 2.8%

地域改善対策住宅整備資金等貸付事業特別会計 103 万 2千円 0.1%

下水道事業特別会計 14億 7083 万円 16.5%

墓園事業特別会計 8220 万 2千円 ▲ 55.2%

企業会計 予算額 対前年度増減率

水道事業

会　　計

収益的支出 8億 684 万 7千円 1.5%

資本的支出 6億 6499 万 4千円 75.0%

　

財
政
用
語
ミ
ニ
辞
典

【
会
計
区
分
な
ど
に
つ
い
て
】

▼
一
般
会
計

福
祉
、
教
育
、
衛
生
、
道
路
整
備
な
ど
市
の
基
本
的
な
事
業
に
関

す
る
会
計

▼
特
別
会
計

特
定
の
事
業
を
特
定
の
財
源
で
ま
か
な
う
た
め
の
会
計
。
岩
出
市

は
、
国
民
健
康
保
険
や
老
人
保
健
な
ど
６
つ
の
特
別
会
計
を
設
置
。

▼
企
業
会
計

企
業
的
性
格
（
独
立
採
算
制
に
よ
る
経
営
な
ど
）
を
持
っ
た
事
業

を
運
営
す
る
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
く
会
計
。
岩
出
市
の
場
合
、

水
道
事
業
会
計
を
設
置
。

▼
自
主
財
源

岩
出
市
が
自
主
的
に
収
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
お
金

▼
依
存
財
源

国
や
県
か
ら
交
付
又
は
割
り
当
て
ら
れ
る
お
金

【
歳
入
（
収
入
）
編
】

▼
市
税

市
の
行
政
運
営
経
費
を
ま
か
な
う
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納

め
て
も
ら
う
税
金
。

▼
地
方
交
付
税

所
得
税
・
消
費
税
・
酒
税
な
ど
の
国
税
の
う
ち
一
定
割
合
を
市
町

村
に
交
付
さ
れ
る
お
金

▼
国
庫
（
県
）
支
出
金

道
路
整
備
等
事
業
費
や
老
人
医
療
・
生
活
保
護
の
扶
助
費
等
に
対

し
国
（
県
）
が
一
定
の
率
を
負
担
し
た
り
補
助
す
る
お
金

▼
分
担
金
及
び
負
担
金

岩
出
市
が
行
う
事
業
に
よ
っ
て
、
特
に
利
益
受
け
た
方
か
ら
負
担

し
て
い
た
だ
く
お
金

▼
繰
入
金

積
立
金
の
取
り
崩
し
に
よ
っ
て
繰
り
入
れ
た
お
金

▼
使
用
料
及
び
手
数
料

市
営
住
宅
賃
貸
料
な
ど
公
共
施
設
の
使
用
料
や
戸
籍
証
明
な
ど
特

定
の
方
の
た
め
に
行
う
事
務
に
か
か
る
手
数
料

▼
市
債

公
共
事
業
な
ど
で
多
額
な
資
金
が
必
要
な
と
き
に
、
国
な
ど
か
ら

受
け
る
融
資

【
歳
出
（
支
出
）
編
】

▼
議
会
費

市
議
会
の
活
動
に
要
す
る
経
費

▼
総
務
費

全
般
的
な
管
理
事
務
・
徴
税
・
戸
籍
事
務
・
選
挙
統
計
な
ど
に
要

す
る
経
費

予
算
総
額

予
算
総
額
は
前
年
費
1
・
6
パ
ー
セ
ン
ト
増
の

「
積
極
型
」
予
算

　

本
市
の
新
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
表
の
と

お
り
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
を
あ
わ

せ
て
総
額
２
４
２
億
１
２
０
万
８
千
円
（
前
年
度
比
1
・
6

パ
ー
セ
ン
ト
増
）
を
計
上
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

岩
出
図
書
館
、
根
来
公
園
墓
地
の
完
成
に
よ
り
、

一
般
会
計
予
算
額
は
前
年
度
比
３
％
の
減
少

 　

歳
入
総
額
は
、
１
２
６
億
３
６
３
６
万
９
千
円
を
計
上
し

ま
し
た
。
市
税
な
ど
の
自
主
財
源
が
50
・
5
パ
ー
セ
ン
ト
、

地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源
が
49
・
5
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

市
税
は
、
市
民
税
、
た
ば
こ
税
お
よ
び
軽
自
動

車
税
の
増
収
を
見
込
み
、
3
・
8
パ
ー
セ
ン
ト
増
の

４
４
億
５
０
５
６
万
６
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
地
方
交
付

税
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
市
に
昇
格
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交

付
基
準
が
変
更
と
な
る
こ
と
か
ら
、
9
・
3
パ
ー
セ
ン
ト
増

の
２
４
億
２
７
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
反
面
、
市
債
は
、

36
・
7
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
８
億
１
９
１
０
万
円
を
見
込
ん
で

お
り
、
歳
入
全
体
と
し
て
は
、
前
年
度
当
初
予
算
額
よ
り

３
億
９
１
８
０
万
１
千
円
の
減
額
と
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
財
政
の
健

全
化
の
観
点
か
ら
、
歳
出
を
徹
底
的
に
抑
制
す
る
と
と
も
に
、

継
続
事
業
の
早
期
完
成
と
新
規
事
業
の
厳
選
を
基
本
に
考
え

て
い
ま
す
。
特
に
、
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
、
都

市
計
画
道
路
安
上
中
島
線
新
設
事
業
な
ど
、
優
先
す
べ
き
事

業
を
明
ら
か
に
し
て
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

岩出市の
新年度予算の概要

平成18年度

『活力あふれるまち
　　ふれあいのまち』実現のため、

当初予算総額 242億円 を計上

【問い合わせ先】　総務課財政係（内線126）
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▼
民
生
費

児
童
手
当
・
福
祉
事
務
所
費
・
保
育
所
運
営
な
ど
福
祉
向
上
に
要

す
る
経
費

▼
衛
生
費

各
種
検
診
・
母
子
保
健
事
業
・
ご
み
収
集
処
理
・
新
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
建
設
な
ど
に
要
す
る
経
費

▼
農
林
業
費

農
業
振
興
・
水
路
改
修
な
ど
に
要
す
る
経
費

▼
商
工
費

産
業
振
興
・
観
光
対
策
な
ど
に
要
す
る
経
費

▼
土
木
費

道
路
・
河
川
・
公
園
な
ど
公
共
施
設
の
建
設
整
備
に
要
す
る
経
費

▼
消
防
費

防
災
訓
練
な
ど
予
防
啓
発
・
初
期
消
防
活
動
な
ど
に
要
す
る
経
費

▼
教
育
費

学
校
教
育
・
生
涯
教
育
な
ど
に
要
す
る
経
費

▼
災
害
復
旧
費

洪
水
・
暴
風
・
地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
施
設

復
旧
に
要
す
る
経
費

▼
公
債
費

市
債
の
返
済
に
要
す
る
経
費

▼
諸
支
出
金

不
意
の
支
出
に
備
え
た
り
、
事
業
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
た
め

の
基
金
（
貯
金
）
へ
の
積
立
て
に
要
す
る
経
費

　

歳
出
を
目
的
別
に
見
る
と
、
市
制
施
行
に
よ
る
福
祉
事
務

所
の
設
置
な
ど
に
よ
り
、
民
生
費
が
対
前
年
度
比
29
・
６
パ
ー

セ
ン
ト
の
増
と
な
る
一
方
で
、
根
来
公
園
墓
地
や
岩
出
図
書

館
の
完
成
に
よ
り
、
土
木
費
で
対
前
年
度
比
13
・
０
パ
ー
セ

ン
ト
、教
育
費
で
9
・
4
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

特
別
会
計
等

下
水
道
事
業
の
拡
充
、
医
療
給
付
等
の
増
に
よ

り
予
算
額
増
加

　

本
市
に
は
６
つ
の
特
別
会
計
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
特
別

会
計
の
総
額
は
１
０
０
億
９
２
９
９
万
８
千
円
で
前
年
度
よ

り
4
・
9
パ
ー
セ
ン
ト
、
４
億
７
２
３
８
万
２
千
円
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。
17
年
度
に
根
来
墓
園
建
設
が
完
了
し
た
同

事
業
会
計
は
減
額
予
算
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
会
計

は
増
額
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
本
市
の
新
年
度
予
算
の
主
な
新
規
・

重
点
施
策
と
予
算
額
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一般会計当初予算額の推移【過去10年間】
平成 9 年度 90億 734万円

平成 10年度 95億 3401万円

平成 11年度 107億 649万円

平成 12年度 121億 5482万円

平成 13年度 117億 9764万円

平成 14年度 115億 3339万円

平成 15年度 127億 8969万円

平成 16年度 137億 4964万円

平成 17年度 130億 2817万円

平成 18年度 126億 3637万円
0 70億 100億 130億

▲本年度に工事改修予定の大宮緑地総合運動公園

一般会計予算額の内訳

歳出

総務費
10億 9944万 2千円
（8.7%）

議会費
1億 3704万 4千円（1.1%）

その他
7448万 4千円

（0.6%）

民生費民生費
39億 78万 2千円39億 78万 2千円
（30.9%）（30.9%）

民生費
39億 78万 2千円
（30.9%）

衛生費衛生費
19億 4961万 5千円19億 4961万 5千円
（15.4%）（15.4%）

衛生費
19億 4961万 5千円
（15.4%）

農林業費
4億 947万円
（3.2%）

商工費
5230万 3千円

（0.4%）

消防費消防費
5億 4994万 8千円5億 4994万 8千円
（4.4%）（4.4%）

消防費
5億 4994万 8千円
（4.4%）

土木費土木費
12億 5304万 9千円12億 5304万 9千円

（9.9%）（9.9%）

土木費
12億 5304万 9千円

（9.9%）

教育費教育費
13億 8896万 4千円13億 8896万 4千円

（11.0%）（11.0%）

教育費
13億 8896万 4千円

（11.0%）

公債費公債費
18億 2126万 8千円18億 2126万 8千円

（14.4%）（14.4%）

公債費
18億 2126万 8千円

（14.4%）

歳入

市税
44億 5056万 6千円
（35.2%）

地方譲与税等
5億 8050万円（4.6%）

繰入金
10億 5881万 3千円
（8.4%）

国庫支出金
12億 7661万
7千円（10.1%）

県支出金
7億 321万

8千円（5.6%）

市債
8億 1910万円

（6.5%）

地方消費税交付金
3億円（2.4%）

地方特例交付金
8310万円（0.7%）

利子割交付金
6000万円（0.4%）

地方交付税
24億 2700万円

（19.2%）

分担金及び負担金
6億 8460万 6千円（5.4%）

使用料及び手数料
9216万 4千円（0.7%）

諸収入・寄附金等
1億 68万 5千円（0.8%）

自主財源自主財源
63億 8683万 4千円63億 8683万 4千円
（50.5%）（50.5%）

自主財源
63億 8683万 4千円
（50.5%）

依存財源依存財源
62億 4953万円 5千円62億 4953万円 5千円

（49.5%）（49.5%）

依存財源
62億 4953万円 5千円

（49.5%）
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•都市環境の整備
　▽地籍調査事業（地籍調査課） ・・・ 1億 4848万 5千円

国土開発および高度利用のための基礎資料とするため、地籍の明確

化を図るとともに、地籍図・地籍簿を作成するための経費

　▽用途地域設定調査事業（都市計画課） ・・ 449万 4千円
   　用途地域設定調査業務に要する経費

•道路整備の推進
新▽地方道路整備臨時交付金事業（土木課） ・2億 1300万円
　　市道下中島松原線新設事業に要する経費
　▽市道新設改良事業（土木課） ・・・・・・・・・・ 3億円

生活道路等 ( 市道北大池東坂本1号線ほか ) の新設改良工事に要す

る経費

　▽市道補修事業 ( 土木課 ) ・・・・・・・・・・5000万円
　　生活道路等の各箇所の補修工事に要する経費

•上下水道の整備
　▽下水道事業特別会計繰出金（下水道課）
　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9220万 7千円

紀の川中流 ( 那賀処理区 ) 流域関連公共下水道事業に要する経費

•公共交通の整備
新▽岩出市巡回バス購入事業（総務課） ・・・・・1830万円
　　岩出市巡回バスの新規購入に要する経費
　▽大阪方面路線バス補助事業（総務課） ・・・・2000万円
　　大阪方面バスに対する運行補助に要する経費
　▽岩出市巡回バス補助事業（総務課） ・・・・・2230万円
　　岩出市巡回バスの運行補助に要する経費

•公園・緑地の整備
　▽公園管理事業（都市計画課） ・・・・・・ 677万 8千円
　　公園管理修繕に要する経費
　▽地域整備事業 （都市計画課） ・・・・・・ 106万 1千円
　　中島緑地物件補償鑑定に要する経費（中島地内）

 施策と予算額の紹介（「新」は平成18年度新規事業を表しています。）

•総合的な保健福祉の推進
新▽生活保護事業（福祉課） ・・・・・ 5億 2894万 7千円

困窮の程度に応じ、必要な保護を行い、最低限度の生活を保障する

とともに保護世帯の自立を助長するための経費

　▽小子化対策に伴う出生お祝い ( 住民課 ) ・・・ 300万円
　　出生お祝いに要する経費

•健康対策の推進
　▽予防接種・伝染病予防事業（保健推進課）
　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8290万 4千円
　　乳幼児から高齢者の予防接種および伝染病の予防等に要する経費
　▽乳幼児健康診査事業（保健推進課） ・・・ 636万 7千円
　　4ヵ月児から3歳 6ヵ月児までの健康診査等に要する経費
　▽妊婦健康診査事業（保健推進課） ・・・・ 727万 1千円
　　妊婦の一般健康診査等に要する経費

•高齢者福祉の充実
　▽介護保険特別会計繰出金（保険年金課）
　　・・・・・・・・・・・・・・・・ 2億 7518万 7千円
　　介護保険特別会計への繰出金
　▽敬老会事業（福祉課） ・・・・・・・・・1484万 1千円
　　敬老会開催に要する経費
　▽高齢者居宅改修補助事業（福祉課） ・・・・・ 120万円

在宅で生活する要介護老人又は日常生活動作の低下した高齢者の入

浴、移動を容易にするための住宅改造に対し助成する経費

•障害者（児）福祉の充実
新▽障害者自立支援制度事業（福祉課）
　　・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2億 769万 7千円
　　障害者が利用する施設サービス、居宅サービスに要する経費
　▽重度心身障害児（者）医療費助成事業（保険年金課）
　　・・・・・・・・・・・・・・・・ 1億 4874万 7千円
　　重度心身障害児（者）医療費の支給に要する経費
新▽特別障害者手当支給事業（福祉課） ・・・1060万 8千円

20歳以上の在宅の方で、重度の重複障害があり、日常生活において、

常時特別な介護を必要とする方に対して手当を支給する経費

•児童福祉・ひとり親家庭福祉の充実
　▽児童手当費（福祉課） ・・・・・・・・・4億 8159万円

小学校第 6学年終了前の児童を教育している方に手当を支給する

ことにより家庭における生活の安定に寄与するとともに次代の社会

を担う児童の健全な育成および資質の向上に資するための経費

　▽市立保育所運営事業（福祉課） ・・ 2億 3256万 2千円
　　市立保育所に入所している児童に要する経費
　▽放課後児童健全育成事業（教育総務課）
　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3369万 7千円

各小学校区で学童保育を推進していくための事業委託等に要する経費

•保険・年金の充実
　▽国民健康保険特別会計への繰出金（保険年金課）
　　・・・・・・・・・・・・・・・・ 2億 6442万 8 千円
　　国民健康保険特別会計への繰出金

　1．住んでよかったと思えるまちづくり (都市基盤の整備・充実 )

　2．健康で明るい社会づくり (福祉・保健・医療の充実 )

市内一円を巡回するバス車 着々と進む都市計画道路安上中島線の道
路建設（湯窪地内）



5 広報いわで　2006.5

岩出市の平成18年度当初予算における主な新規・重点 

•学校教育の充実
　▽学校給食運営事業（教育総務課） ・ 3億 1256万 8千円
　　市立小中学校の給食運営に要する経費
新▽市立岩出小学校大プール改修事業（教育総務課） ・・3570万円
　　老朽化によるプール改修事業に要する経費
　▽市立岩出中学校耐震診断事業（教育総務課） ・・ 379万 6千円
　　市立岩出中学校管理棟の耐震診断に要する経費

•生涯学習の推進
新▽市立岩出図書館運営事業（岩出図書館）
　　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1億 1666万 1千円
　　岩出図書館および分館・分室の運営に要する経費

新▽船山地区公民館駐車場造成事業（生涯学習課） ・・・・・865万円
　　船山地区公民館駐車場の造成工事に要する経費
　▽公民館事業（生涯学習課） ・・・・・・・ 461万 8千円
　　ふれあい学級、成人講座、文化教室等開催に要する経費

•青少年の健全育成
　▽青少年育成負担金・助成金事業（生涯学習課） 955万円

青少年補導センター協議会への負担金および青少年育成市民会議への助成金

•文化・芸術の振興
　▽文化祭事業（生涯学習課） ・・・・・・・ 402万 7千円
　　文化祭開催に要する経費

•国際交流の推進
　▽外国青年招致事業（教育総務課） ・・・・ 518万 3千円
　　外国青年を招致し、外国語教育の充実を図るために要する経費

•人権尊重の推進
　▽人権啓発活動等推進事業（福祉課） ・・・ 857万 9千円
　　人権啓発推進指導員および人権啓発活動等に要する経費

•スポーツ・レクリェーションの充実
　▽大宮緑地総合運動公園改修事業（生涯学習課） 1331万円
　　大宮緑地総合運動公園改修工事に要する経費
　▽岩出マラソン大会開催事業（生涯学習課） ・・ 446万円
　　岩出マラソン大会開催にかかる運営助成金
新▽市制施行記念岩出少年柔道大会開催事業（生涯学習課） 150万円
　　岩出少年柔道大会開催にかかる助成金

•自然環境の保全・生活環境の整備
　▽クリーン缶トリー運動 IN岩出（生活環境課） 72万 3千円
　　クリーン缶トリー運動に要する経費

•廃棄物処理の充実
　▽ごみ処理施設整備事業（生活環境課） 2億 8502万 5千円
　　新ごみ処理施設に要する経費

　▽浄化槽設置整備事業（生活環境課） ・・ 8797万 5千円
　　水質汚濁防止のため浄化槽の設置に対する補助に要する経費

•消防・防災の充実
　▽河川改修事業（土木課） ・・・・・・・・・・3050万円
　　水路等の改修に要する経費
　▽和歌山県総合防災情報システム整備事業（総務課）
　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2051万 7千円

県内の総合的な防災体制をとるために防災情報システムを整備する   

のに要する経費

•観光の振興
　▽観光イベント補助金（農林経済課） ・・・・・ 250万円
　　観光イベントに対する補助金

•交通安全・防犯の推進
　▽道路環境整備事業〈歩道設置〉（土木課）・・・4750万円
　　市道山水栖線　他歩道設置事業

　▽道路照明灯設置事業（土木課） ・・・・・・・1800万円
　　市道への道路照明灯設置工事に要する経費
　▽交通安全施設等整備事業（土木課） ・・・・・ 920万円
　　カーブミラー等の交通安全施設の整備等に要する経費

•農林業の振興
　▽田園自然環境保全整備事業（農林経済課） ・・ 1億 485万 6千円
　　押川農道及び境谷農道の整備等に
　　要する経費

　▽維持管理適正化事業（農林経済課） ・・・3370万 9千円
　　国・県の補助事業による水路改修事業に要する経費

•商工業・サービス業の振興
　▽不況対策利子補給事業（農林経済課） ・・・・ 700万円
　　不況対策利子補給金に要する経費

　3．21世紀を担う人づくり (教育と文化の振興 )

　4．うるおいと活力ある地域づくり（生活の向上と産業の振興）

•効率的な行財政運営の推進
　▽和歌山地方税改修機構負担金事業（税務課） ・ 590万円

滞納者に対し、法律を駆使した法的措置を講じ収納を行う回収機構

に要する経費負担

　5．長期総合計画の推進に向けて

市制施行に合わせて、4月 1日に開館した
岩出図書館の様子

環境への負担を考え、循環型社会に適応し
た新ごみ処理施設を建設

幹線道路整備として工事を進めてきた市道
山水栖線が 4月 1日に開通

住民の憩いの場として水とふれあうことがで
きる親水公園を整備した上皿池 ( 東坂本地内 )
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今回販売区域
D区274区画
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根来公園墓地　第２期使用者募集について
■問い合せ及び提出先 :事業部都市計画課（内線220～ 225）

　根来公園墓地の第２期使用者募集を行います。ご希望の方は、下記の申し込み要領にご注意いただき、

お申し込みください。

現地見学会のお知らせ　※現地見学会開催日以外でもご自由にご覧ください。

日　時：平成 18年 6月 4日㈰　午後1時から午後4時まで　小雨決行します
場　所：岩出市根来2222-1（緑花センター西隣）根来公園墓地内
ご注意：当日、現地において応募要領・申し込み用紙を配布並びに申し込み受付をいたします。
　　　　午後1時 30分と午後3時の 2回、係員が説明を行います。
　　　　当日は墓地内への車輌の乗り入れは出来ません。トンネル手前の駐車場をご利用ください。
　　　　岩出巡回バス、マイクロ南北コース「根来公園墓地前」バス停をご利用ください。

1１区画の大きさ
4.0 ㎡（間口 1.6m×奥行き2.5m）すべて同一規格、南向きです。

2募集区画数　274区画
3供用開始予定日　平成18年 8月 1日㈫から
4申し込み受付期間　平成18年 6月 1日㈭～平成18年 6月 15日㈭
　　　　　　　　　　　　　（平日の午前8時 45分～午後5時 30分）

5申し込み資格
①平成18年 6月 1日時点において、岩出市に住所又は本籍を有し、１年以上経過している方。
②下記の使用料並びに管理料を、平成18年 7月 31日までに一括納付できる方。
ご注意：１所帯につきお申し込みは１件だけです。複数のお申し込みは出来ません。

6使用料　￥497,500 円
　　　　　　　（使用料として一括納付していただきます。）

7管理料　￥120,000 円
　　　　　（平成32年 3月末日までの管理料として一括納付していただきます。
　　　　　なお、平成32年 4月以降の管理料は適切な時期に再検討いたします。）

8販売方法
申し込み時に希望する区画を１つだけ必ずお申し出ください。
希望区画が重複する場合は公開抽選により決定いたします。抽選にはずれた場合、募集区
画に空きがある場合に限り、再度希望区画に応じた抽選を行ないます。
なお、詳細については応募要領をご覧ください。

9応募要領の配布および応募方法
①応募要領・申し込み用紙は5月 1日㈪から都市計画課にて配布します。
②申し込み用紙に必要事項並びに必要書類を添付の上、都市計画課まで直接提出してください。



8　2006.5　広報いわで

○
介
護
保
険
事
業
の
見
直
し

　

介
護
保
険
制
度
で
は
3
年
ご
と

に
「
老
人
保
健
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
て
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量
や
サ
ー

ビ
ス
確
保
の
方
法
な
ど
を
定
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

岩
出
市
で
も
平
成
17
年
度
に
5

度
に
わ
た
っ
て
事
業
計
画
等
作
成

委
員
会
を
開
催
し
、「
第
3
期
岩

出
市
老
人
保
健
福
祉
計
画
・
岩
出

市
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
65
歳
以
上
（
第
1
号

被
保
険
者
）
の
方
の
介
護
保
険
料

は
、
こ
の
事
業
計
画
に
も
と
づ
い

て
算
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

事
業
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
公
募
し
た
被
保
険
者
の
方
や

医
療
・
保
健
・
福
祉
関
係
者
・
学

識
経
験
者
な
ど
介
護
保
険
に
関
わ

る
方
々
に
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
し

た
。

○
介
護
保
険
料
の
見
直
し

　

こ
の
た
び
の
見
直
し
に
よ
り
、

介
護
保
険
料
の
基
準
額
が
上
が
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
要
因

と
し
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
要
介
護
認
定
者
の
増
加

 

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
要
介

護
（
要
支
援
）
認
定
者
の
数
も
増

え
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
度
と
20

年
度
を
比
較
す
る
と
１
８
２
人
の

増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
（
図

１
）。

②
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
増
加

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
は
、
平
成

17
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で
で
、
居

宅
サ
ー
ビ
ス
が
67
人
、
施
設
サ
ー

ビ
ス
が
20
人
増
加
す
る
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
影
響
で
平
成

18
年
度
〜
20
年
度
の
3
年
間
の
給

付
総
額
が
、
平
成
15
年
度
〜
17
年

度
の
給
付
総
額
と
比
較
し
て
お
よ

そ
５
億
１
９
０
０
万
円
増
加
す
る

と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

③
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

岩
出
市
は
、
市
内
や
周
辺
に
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
多
く
、
利

用
者
が
多
種
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
市
町
村
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
反
映
す
る
も

の
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て

い
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
給
付
額
も
増

加
し
、
結
果
と
し
て
保
険
料
も
高

く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、給
付
額
の
増
加
に
よ
り
、

平
成
15
年
度
〜
17
年
度
の
3
年
間

で
保
険
給
付
の
費
用
を
賄
う
た
め

に
お
よ
そ
1
億
円
の
借
入
れ
を
行

い
、
平
成
18
年
度
か
ら
の
3
年
間

で
返
済
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

④
介
護
給
付
費
の
財
源
の

　

負
担
割
合
変
更

　

介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
り
、

第
1
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）

の
負
担
割
合
が
18
％
か
ら
19
％

に
、
第
2
号
被
保
険
者
（
40
歳

以
上
65
歳
未
満
）
の
負
担
割
合
が

32
％
か
ら
31
％
に
変
更
さ
れ
ま
し

た
（
図
３
）。

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

0
200
400
600
800
1,000
1,200
1,400
1,600
（人）

平成 15年度 平成 16年度 平成 17年度 平成 18年度 平成 19年度 平成 20年度

図１　要介護（要支援）認定者とサービス利用者の推移

要介護（要支援）認定者数 居宅サービス利用者数 施設サービス利用者数

1,210

720

196

1,288

791

193

1,322

854

200

1,416

854

208

1,456

888

215

1,504

921

220

図３　介護保険制度の財源割合（％）

第 1号被保険者
19

第 1号被保険者

第２号被保険者
31

国
25

都道府県
12.5

市町村
12.5

第２号被保険者
国
都道府県
市町村 0

5

10

15

20

25
図２　給付額の推移

平成 15年度 平成 16年度 平成 17年度 平成 18年度 平成 19年度 平成 20年度

16億 2514 万円
17億 3210 万円

18億 4098 万円 18億 3367 万円
19億 1135 万円 19億 7226 万円

（億円）

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課
介
護
保
険
係
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○
平
成
18
年
度
か
ら
の

　

介
護
保
険
料

　

65
歳
以
上
の
方
（
第
1
号
被
保

険
者
）
の
介
護
保
険
料
の
計
算
式

は
図
4
の
と
お
り
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
保
険
料
は
、
低

所
得
者
の
方
に
過
重
な
負
担
と
な

ら
な
い
よ
う
所
得
段
階
別
に
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
所
得
段
階
別
の

保
険
料
は
図
5
の
と
お
り
で
す
。

○
低
所
得
者
に
対
す
る

　

介
護
保
険
料
の
減
額

　

岩
出
市
で
は
、
低
所
得
者
の
方

の
負
担
が
過
重
と
な
ら
な
い
よ
う

に
介
護
保
険
料
の
減
額
に
関
す
る

基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

第
1
号
被
保
険
者
の
属
す
る
世

帯
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
減
額
措
置
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
生
活
保
護
者

は
除
く
）。

①
第
1
号
被
保
険
者
及
び
そ
の
者

と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者(

以

下
「
世
帯
員
」
と
い
う
。)

が
市

町
村
民
税
を
課
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
。

②
世
帯
の
当
年
中
の
収
入
見
込
額

の
合
計
が
、
生
活
保
護
法
に
基
づ

く
最
低
生
活
費
年
額
以
内
で
あ
る

こ
と
。

③
世
帯
員
が
活
用
で
き
る
資
産
を

有
し
て
い
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、

金
融
資
産
に
あ
っ
て
は
、
②
に
定

め
る
額
を
超
え
な
い
こ
と
。

④
第
1
号
被
保
険
者
が
世
帯
員
以

外
の
者
か
ら
扶
養
を
受
け
て
い
な

い
こ
と
。

※
減
額
措
置
を
継
続
す
る
場
合

は
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

図４　介護保険料の計算式

※この計算式は基本的な算定方法をあらわしているので、実際の保険料額とは異なります。

岩出市で必要とする

サービスの総費用
（利用者負担は除く）

＋借入金返済分

65 歳以上の人の

保険料負担分 19％
岩出市の

65 歳以上の人数
岩出市の

保険料基準額× ÷ ＝

段　階 対　　象　　者 保険料（年額）
第１段階 老齢福祉年金受給者で本人及び世帯全員が住民税非課税の方および生活保護を受給している方 基準額× 0.5　　29,300 円
第２段階 本人及び世帯全員が住民税非課税であり、前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が 80万円以下の方 基準額× 0.5　　29,300 円
第３段階 本人及び世帯全員が住民税非課税であり、保険料段階第２段階以外の方 基準額× 0.75　 44,000 円
第４段階 世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税の方 基準額        　　58,600 円
第５段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が 200 万円未満の方 基準額× 1.25　 73,300 円
第６段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が 200 万円以上の方 基準額× 1.5　　88,000 円

図５　介護保険料の段階

　

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
て
6
年
が
経
過
し
、
今
年
度

か
ら
新
し
い
事
業
運
営
期
間
に

な
り
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
介

護
保
険
の
円
滑
な
運
営
を
図
る

た
め
、
介
護
保
険
運
営
委
員
会

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
委
員
会
で
は
、
介
護
保

険
事
業
計
画
の
進
捗
方
策
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
等
の
評
価
及
び
資

質
向
上
等
に
関
し
て
調
査
及
び

審
議
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
本
委
員
会
の
新
し

い
委
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

１　

募
集
人
員　

男
女
各
2
名

　

第
１
号
被
保
険
者

　

男
女
各
1
名

＊
平
成
18
年
4
月
1
日
現
在
で

65
歳
以
上
の
方
（
昭
和
16
年
4

月
2
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

　

第
２
号
被
保
険
者

　

男
女
各
1
名

＊
平
成
18
年
4
月
1
日
現
在
で

40
歳
以
上
で
あ
り
、
且
つ
平
成

21
年
3
月
31
日
現
在
で
65
歳
未

満
の
方
（
昭
和
19
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
41
年
4
月
2
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
）

２　

応
募
資
格

①
岩
出
市
に
在
住
し
て
い
る
方

②
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

関
心
が
高
く
、
積
極
的
に
参
加

で
き
る
方

③
委
員
会
の
開
催
は
平
日
に
な

り
ま
す
の
で
、
平
日
2
時
間
程

度
、
岩
出
市
役
所
も
し
く
は
総

合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
委

員
会
に
出
席
で
き
る
方

３　

締
切
日

　

平
成
18
年
5
月
19
日
㈮
必
着

４　

応
募
方
法

　

官
製
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
及
び

簡
単
な
自
己
紹
介
（
応
募
動
機

な
ど
）
を
記
入
の
う
え
、
岩

出
市
役
所
保
険
年
金
課
介
護
保

険
係
あ
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
付
て
い

ま
す
。

５　

委
員
の
選
考

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
公

開
抽
選
と
し
ま
す
。（
後
日
、

抽
選
の
ご
案
内
を
し
ま
す
。）

６　

委
員
の
任
期　

３
年

《
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先
》

岩
出
市
西
野
２
０
９
番
地

岩
出
市
役
所 

生
活
福
祉
部

保
険
年
金
課 

介
護
保
険
係

℡ 

62
―
２
１
４
１

E
-m

ail  h-nenkin@
city.

iw
ade.lg.jp

介
護
保
険
運
営
委
員
会
委
員
募
集
の
お
知
ら
せ
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国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
し
て

い
る
み
な
さ
ん
が
保
険
税
を
負
担

し
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
万
が
一
病

気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
、
医
療

費
の
一
部
を
支
払
う
こ
と
で
安
心

し
て
必
要
な
治
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
、
相
互
扶
助
を
目
的
と

し
た
制
度
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
近
年
の
経
済
情
勢

に
よ
る
国
保
加
入
者
の
増
加
や
高

齢
化
が
進
み
、
ま
た
、
医
療
技
術

の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
、
医
療
費

等
が
年
々
増
え
続
け
て
い
る
反

面
、
こ
れ
ら
の
財
源
で
あ
る
保
険

税
収
入
は
、
景
気
の
影
響
を
受
け

て
伸
び
悩
み
、
収
納
額
の
向
上
に

努
め
て
い
る
も
の
の
、
財
源
の
確

保
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
の
中
で

運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
支

出
に
応
じ
て
収
入
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
収
入
が
少
な

い
か
ら
と
い
っ
て
主
な
支
出
で
あ

る
医
療
費
を
消
滅
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
ら
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
昨
今
の
国
民
健

康
保
険
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全

な
運
営
を
維
持
す
る
た
め
に
、
国

保
運
営
協
議
会
の
答
申
に
基
づ
く

内
容
を
3
月
町
議
会
定
例
会
に
諮

り
、
議
会
の
承
認
を
得
て
今
年

度
の
保
険
税
率
の
引
き
上
げ
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、
被
保

険
者
の
皆
様
に
は
今
ま
で
以
上
に

ご
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
今
後
も
国
保
事
業
が

円
滑
に
運
営
さ
れ
る
た
め
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

区　　分 14年度 15年度 16年度 17年度（見込）
高額医療費 169,790 176,573 173,395 200,340
療養費 47,325 53,779 61,524 66,723
療養給付費 1,599,088 1,856,445 1,956,035 2,161,414
合　　計 1,812,203 2,086,797 2,190,954 2,428,477

平
成
18
年
度

岩
出
市
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を
改
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

（単位：千円）

平成 18年度　岩出市国民健康保険税率表
医療区分については、下表のとおりです。

17年度 18年度

医　

療　

分

項　目 現　行 改正後 現行と比較
所得割 7.00％ 8.00％ ＋ 1.00％
資産割 50.00％ 50.00％ －
均等割 25,000 円 26,000 円 ＋ 1,000 円
平等割 25,000 円 29,000 円 ＋ 4,000 円

賦課限度額 530,000 円 530,000 円 －

介護分については、国の制度改正により賦課限度額が引き上げ
られた以外は変更ありません。

※ 40歳以上 65 歳未満の方は、医療分と介護分の合計で課税さ
れます。

17年度 18年度

介　

護　

分

項　目 現　行 改正後 現行と比較
所得割 1.35％ 1.35％ －
資産割 7.00％ 7.00％ －
均等割 8,000 円 8,000 円 －
平等割 6,000 円 6,000 円 －

賦課限度額 80,000 円 90,000 円 ＋ 10,000 円

0

5

10

15

20

25

30
億円

14年度 15年度 16年度 17年度（見込）

高額療養費
療養費
療養給付費

過去４年間の医療費の推移

　災害その他特別の事情がないにもか
かわらず、納期限から一年を経過して
も納付しない場合は、「資格証明書」の
交付を行なっています。
「資格証明書」の交付を受けると
１、被保険者証が交付される場合と同
様に国保税は、課税されます。
２、医療費の全額を自費で支払うこと
になります。
　後日申請に基づき国保から給付割合
に応じて払い戻しを受けることになり
ます。ただし、保険給付の全額又は一
部を差し止めることがあります。
○納付が困難な場合は、保険年金課国
保係まで納税相談にお越しください。

国保税を滞納すると国保税を滞納すると
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岩
出
警
察
署
通
信

〜
違
法
駐
車
の
取
締
り
が
変
わ
り

ま
す
〜

平
成
18
年
6
月
1
日
か
ら
、
放
置

違
反
金
や
違
反
確
認
の
民
間
委
託

等
の
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

①
放
置
違
反
金
制
度
の
導
入

　

運
転
者
が
警
察
署
に
出
頭
し
な

い
と
き
や
、
運
転
者
が
反
則
金
を

納
付
し
な
い
場
合
等
に
は
、
そ
の

車
両
の
所
有
者
等
に
対
し
て
放
置

違
反
金
（
反
則
金
と
同
額
）
の

納
付
が
命
ぜ
ら
れ
ま
す
。

②
車
両
の
使
用
制
限
命
令

  

放
置
違
反
金
納
付
命
令
を
繰
り

返
し
受
け
た
場
合(

常
習
者)

に
、

一
定
期
間
、
車
両
の
使
用
を
制
限

さ
れ
ま
す
。

③
駐
車
監
視
員
が
違
反
を
確
認

  

民
間
の
駐
車
監
視
員
が
放
置
駐

車
違
反
の
確
認
を
行
い
、
違
反
表

彰
を
取
り
付
け
ま
す
。

  

駐
車
監
視
員
は
、
地
域
住
民
の

意
見
・
要
望
を
踏
ま
え
て
策
定
さ

れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
活

動
し
ま
す
。

※
違
反
標
賞
の
取
り
付
け
は
、
警

察
官
も
行
い
ま
す
。

④
時
間
の
長
短
に
関
わ
ら
ず
放
置

駐
車
違
反
の
取
り
締
ま
り

　

交
通
の
円
滑
化
の
た
め
、悪
質
・

危
険
・
迷
惑
な
違
反
を
重
点
に
、

放
置
駐
車
と
確
認
で
き
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
時
間
の
長
短
に
関
わ

ら
ず
取
り
締
ま
り
ま
す
。

⑤
放
置
違
反
金
を
納
付
し
な
け
れ

ば
車
検
が
受
け
ら
れ
な
い

  
放
置
違
反
金
を
納
付
し
な
け
れ

ば
、
車
検
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

  

又
、
放
置
違
反
金
を
滞
納
す
る

と
、
滞
納
処
分
に
よ
り
強
制
撤
収

（
財
産
等
の
差
押
え
）
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

〜
警
察
官
募
集
〜

何
事
に
も
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
人
を
求
め
て
い
ま
す
。

警
察
官
Ｂ
（
男
性
・
女
性
）
採
用

試
験

１
日
程

　

試
験
案
内
・
申
込
書
の
配
布

　
　

6
月
30
日
予
定

　

受
付
期
間

　
　

7
月
31
日
〜
8
月
11
日

　

第
1
次
試
験　

9
月
17
日

　

第
2
次
試
験　

10
月
中
旬

　

第
3
次
試
験　

11
月
下
旬

２
資
格

　

昭
和
52
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

元
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

左
記
の
要
件
に
該
当
し
な
い
人

①
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短

期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た

人
、
又
は
平
成
19
年
3
月
末
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
人

②
人
事
委
員
会
が
上
記
①
に
該
当

す
る
人
と
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
る
人

※
詳
細
は
最
寄
り
の
警
察
署
・
交

番
・
駐
在
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い

〜
振
り
込
め
詐
欺
多
発
〜

　

振
り
込
め
詐
欺
に
は
「
架
空
請

求
詐
欺
」「
融
資
保
証
詐
欺
」「
オ

レ
オ
レ
詐
欺
」
が
あ
り
、
そ
の
手

口
や
態
様
は
様
々
で
す
。

　

岩
出
署
管
内
で
の
昨
年
の
発
生

件
数
は
、
被
害
件
数
21
件
・
被

害
総
額
約
１
２
７
０
万
円
に
上

り
、
今
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の

間
で
は
、
被
害
件
数
７
件
・
被
害

総
額
約
６
２
８
万
円
（
内
訳
：
融

資
保
証
詐
欺
6
件
・
被
害
総
額

３
２
８
万
円
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
1

件
・
被
害
総
額
３
０
０
万
円
）
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
被
害
に
至
ら
な
い
相
談

等
は
65
件
受
理
し
て
い
ま
す
。

【
ケ
ー
ス
１　

ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル

に
よ
る
架
空
請
求
】

　

ハ
ガ
キ
や
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル

等
で
、
身
に
覚
え
の
無
い
ア
ダ
ル

ト
サ
イ
ト
の
利
用
料
金
や
電
子
料

金
未
納
分
の
支
払
い
を
要
求
す
る

も
の

　

対
策
⇩
ハ
ガ
キ
等
に
記
載
さ
れ

て
い
る
連
絡
先
に
連
絡
せ
ず
、
無

視
す
る

【
ケ
ー
ス
２　

示
談
金
名
目
の
請

求
】

①
警
察
官
等
を
名
乗
り
「
ご
家
族

の
方
が
事
故
を
起
こ
し
、
相
手

方
と
揉
め
て
い
る
が
、
示
談
金

を
支
払
え
ば
お
さ
ま
る
。」
等

と
言
っ
て
示
談
金
を
騙
し
取
る

も
の

②
学
校
教
員
の
家
族
に
対
し
、「
お

宅
の
先
生
が
生
徒
に
体
罰
を
し

た（
ワ
イ
セ
ツ
な
行
為
を
し
た
）

た
め
揉
め
て
い
る
。
示
談
金
を

支
払
え
ば
訴
え
な
い
。」
等
と

言
っ
て
示
談
金
を
騙
し
取
る
も

の
③
医
療
関
係
者
に
対
し
「
治
療
ミ

ス
で
揉
め
て
い
る
。
慰
謝
料
を

支
払
え
。」
等
と
言
っ
て
示
談

金
を
騙
し
取
る
も
の

　

対
策
⇩
家
族
等
に
事
実
の
確
認

を
す
る

　

電
話
の
場
合
、
相
手
に
住
所
・

氏
名
等
の
個
人
情
報
は
教
え
な
い

【
ケ
ー
ス
３　

融
資
保
証
詐
欺
】

　

ハ
ガ
キ
や
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル

等
で
融
資
を
持
ち
掛
け
、
そ
れ
に

乗
っ
て
来
た
者
に
対
し
「
融
資
す

る
に
は
信
頼
関
係
が
必
要
だ
。
融

資
保
証
金
と
し
て
○
万
円
振
り
込

ん
で
く
れ
。」
等
と
言
っ
て
、
保

証
金
名
目
で
、
現
金
を
指
定
口
座

に
振
り
込
ま
せ
て
、
騙
し
取
る
も

の

　

対
策
⇩
何
の
保
証
か
分
か
ら
な

い
不
明
瞭
な
金
銭
の
支
払
い
に
は

応
じ
な
い

〜
オ
ー
ト
バ
イ
盗
多
発
〜

　

岩
出
市
内
の
オ
ー
ト
バ
イ
盗
の

発
生
件
数
は
、
昨
年
中
１
１
１
件

で
し
た
。

　

し
か
し
今
年
１
月
か
ら
２
月
ま

で
の
間
で
、
す
で
に
32
件
発
生
し

て
お
り
昨
年
同
期
と
比
べ
る
と
約

２
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
】

○
必
ず
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
を
掛

け
、
Ｕ
字
ロ
ッ
ク
等
の
補
助
錠

を
付
け
る
。

○
自
宅
等
に
止
め
る
場
合
は
、
敷

地
内
に
止
め
、
門
等
は
閉
め
て

お
く
。

〜
歩
車
分
離
式
信
号
機
の
設
置
に

つ
い
て
〜

　

岩
出
市
清
水
地
区
に
あ
る
、
県

道
和
歌
山
打
田
線
（
旧
国
道
24
号

線
）
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
岩
出
別
館

先
交
差
点
に
設
置
さ
れ
て
い
た
信

号
機
が
、
歩
車
分
離
式
信
号
機
に

変
わ
り
ま
し
た
。

　

車
両
用
信
号
機
だ
け
を
見
て
い

る
と
、
歩
行
者
用
信
号
機
が
青
色

に
変
わ
っ
た
場
合
、
対
面
す
る
信

号
機
が
赤
色
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

発
進
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
大

変
危
険
で
す
。（
見
切
り
発
進
）

　

信
号
機
を
よ
く
確
認
し
て
、
安

全
運
転
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
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まちのホットな情報を届けます

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　

公
平
委
員

　
　
　
　
　

早
川　

順
彦

　

新
緑
の
色
ま
す
季
節
、
皆
様
方

に
は
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
こ
と
、
こ
の
度
公
平
委
員
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
、
誠

に
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
て
お
り

ま
す
。

　

就
任
い
た
し
ま
し
た
う
え
は
、

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
地
方
自

治
行
政
伸
展
の
た
め
、
こ
ん
身
の

努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
一
層
の
ご

指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
委
員
長
に

　
　
　
　

吉
村　

和
氏

　

こ
の
た
び
任
期
満
了
に
伴
う
改

選
に
よ
り
、
四
月
一
日
付
け
で
教

育
委
員
長
に
岩
出
市
畑
毛
一
六
五

番
地
の
吉
村
和
氏
が
、
ま
た
教
育

委
員
長
職
務
代
行
者
に
岩
出
市
根

来
一
二
三
三
番
地
佐
谷
妙
子
氏
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

祝
〝
岩
出
市
〞
誕
生
！

〜
「
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち　

ふ
れ
あ

い
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
〜

　

晴
れ
や
か
に
開
市
式

　

４
月
１
日
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

待
ち
か
ね
た
「
岩
出
市
」
が
い
よ

い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
午
前
８
時
30
分
か
ら

市
役
所
玄
関
前
で
開
市
式
が
挙
行

さ
れ
、
吉
井
県
議
会
議
長
、
前
硲

那
賀
振
興
局
長
、
安
村
市
制
移
行

準
備
協
議
会
会
長
の
来
賓
の
ほ

か
、
市
議
会
議
員
や
大
勢
の
市
民

の
皆
さ
ん
が
出
席
し
、
岩
出
市
の

誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
真
新
し
い
「
岩
出
市

役
所
」の
銘
盤
が
除
幕
さ
れ
た
後
、

岩
出
市
の
始
ま
り
を
中
芝
市
長
が

式
辞
で
述
べ
、
小
山
市
議
会
議
長

の
挨
拶
、
前
硲
那
賀
振
興
局
長
の

祝
辞
に
引
き
続
き
、
吉
井
県
議
会

議
長
の
発
声
に
よ
る
万
歳
三
唱
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

根
来
寺
の
桜
が
岩
出
市
の
誕
生

を
祝
う
か
の
よ
う
に
薄
紅
色
に
染

ま
り
、
県
下
9
番
目
の
市
「
岩
出

市
」
と
し
て
、
希
望
に
満
ち
た
未

来
に
向
け
て
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

岩
出
の
歴
史
の
通
過
点
、
市
制

施
行
記
念
式
が
挙
行

　

4
月
1
日
の
午
後
1
時
30
分
か

ら
、
市
民
総
合
体
育
館
に
お
い
て

市
制
施
行
記
念
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

式
で
は
、
木
村
県
知
事
を
は
じ

め
、総
務
大
臣
代
理
官
房
参
事
官
、

地
元
選
出
の
国
会
議
員
、
県
議
会

議
員
ら
多
く
の
来
賓
の
ほ
か
、
市

議
会
議
員
や
市
民
の
皆
さ
ん
約

1
、
２
０
０
人
が
出
席
し
、
岩
出

市
の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
で
、
中
芝
市
長
は
「
地
方
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
が
、
市
制
施
行
を
ま
ち

づ
く
り
の
通
過
点
と
し
て
、
和
歌

山
県
の
玄
関
都
市
と
い
う
特
性
を

最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
、
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
」
と
新
た
な
決
意
を
表
明
い
た

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
31
年
9
月
の
岩

出
町
の
誕
生
か
ら
今
日
に
至
る
ま

で
各
方
面
で
町
政
の
発
展
に
尽
力

を
い
た
だ
い
た
方
々
に
対
し
、
表

彰
状
と
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

式
は
凜
と
し
た
雰
囲
気
で
進
行

し
つ
つ
も
、
会
場
内
は
喜
び
に
包

ま
れ
、
新
し
い
岩
出
の
門
出
に
ふ

さ
わ
し
い
記
念
す
べ
き
式
と
な
り

ま
し
た
。

式辞を述べる中芝市長

「岩出市役所」の銘盤が除幕されました

市制施行記念式
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岩
出
市
行
政
組
織
の

改
定
に
つ
い
て

　

岩
出
市
で
は
、
市
制
施
行
に
伴

い
行
政
機
構
改
革
を
実
施
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

福
祉
課
の
中
に
福
祉
事
務
所

を
、
保
険
年
金
課
の
中
に
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新
た
に
開
設

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岩
出
図
書
館
が
、
４
月

１
日
に
岩
出
市
根
来
に
新
た
に
開

館
し
ま
し
た
。

◆
消
費
者
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め

に
は

①
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
よ
く
考

え
る

②
い
ら
な
い
と
き
は
キ
ッ
パ
リ

「
い
り
ま
せ
ん
」
と
断
わ
る

③
迷
っ
た
と
き
は
、家
族
や
友
人
、

関
係
機
関
に
早
め
に
相
談
を

④
契
約
内
容
は
よ
く
確
か
め
て

⑤
署
名
・
押
印
・
振
込
み
は
慎
重

に
⑥
う
ま
い
話
を
信
用
し
な
い

⑦
見
ず
知
ら
ず
の
人
（
セ
ー
ル
ス

マ
ン
な
ど
）
を
容
易
に
信
用
し

な
い

　

ハ
ガ
キ
や
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
架

空
請
求
の
相
談
が
多
数
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
！
請
求
し
て
い
る
業
者

は
、
勘
違
い
す
る
人
や
脅
し
文
句

に
屈
し
て
支
払
う
人
を
狙
っ
て
い

ま
す
の
で
、
絶
対
に
支
払
わ
ず
、

無
視
し
て
く
だ
さ
い
。

　

苦
情
や
問
い
合
わ
せ
の
電
話
を

か
け
る
と
、
相
手
に
電
話
番
号
等

の
個
人
情
報
を
知
ら
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
連
絡
を

取
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
消
費
生
活
で
の
ご
相
談
・
お
問

い
合
わ
せ
先

•
市
長
公
室
（
内
線
１
１
４
）

•
和
歌
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
073
―
４
３
３
―
１
５
５
１

５
月
は

消
費
生
活
月
間
で
す

　

消
費
者
と
事
業
者
の
間
の
ト
ラ

ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
普
段

か
ら
注
意
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

市 長 助 役 市 長 公 室

総 務 部 総 務 課

税 務 課

市 民 課

生 活 福 祉 部 福 祉 課
福 祉 事 務 所

生 活 環 境 課

保 健 推 進 課

保 険 年 金 課
地域包括支援センター

事 業 部 土 木 課

都 市 計 画 課

農 林 経 済 課

地 籍 調 査 課

下 水 道 課

収 入 役 出 納 室

水 道 局

教 育 長 理 事 教 育 部 教 育 総 務 課

生 涯 学 習 課

岩 出 図 書 館

岩出市組織機構図（平成18年 4月 1日現在）

岩出市教育委員会組織機構図（平成18年 4月 1日現在）

NEWS IWADE
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生活環境
のページ

みんなでつくろう　ごみのないまち　きれいなまち

問い合わせ　生 活 環 境 課　62-2141
　　　　　　クリーンセンター　62-0814

指
定
ご
み
袋
に
関
す
る

取
扱
い
に
つ
い
て

　
「
岩
出
町
指
定
」
と
表
示
さ
れ

て
い
る
ご
み
袋
に
つ
い
て
、
岩
出

市
と
な
り
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
引
き
続
き
ご
使
用
い
た
だ

け
ま
す
。

一
般
家
庭
か
ら
出
る

ご
み
で
市
で

収
集
で
き
な
い
ご
み
の

回
収
に
つ
い
て

　

市
で
回
収
で
き
な
い
廃
棄
物

（
粗
大
ご
み
回
収
で
回
収
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
等
）
を
岩
出

市
総
合
体
育
館
に
各
自
持
ち
寄
っ

て
い
た
だ
き
、
有
料
で
専
門
業
者

が
回
収
す
る
と
い
う
機
会
を
6
月

18
日
㈰
に
設
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
実
施
内
容
等
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
広
報
い
わ
で
6
月

号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

平
成
18
年
度

ご
み
処
理
容
器

購
入
補
助
に
つ
い
て

　

岩
出
市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
ご
み
の
減
量
化
及
び
堆
肥

化
に
よ
る
資
源
の
再
利
用
（
リ
サ

イ
ク
ル
）
を
図
る
た
め
、
生
ご
み

処
理
容
器
に
つ
い
て
購
入
価
格
の

二
分
の
一
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
処
理
容
器
（
Ａ
）
タ
イ

プ
20
基
、（
Ｂ
）
タ
イ
プ
20
基
程

度
の
補
助
枠
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
、
印
鑑
を
ご
持
参

の
上
、
生
活
環
境
課
ま
で
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

　

な
お
、
電
話
で
の
申
し
込
み
受

付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下

さ
い
。

「
空
き
地
等
の

雑
草
除
去
に
つ
い
て
」

の
お
願
い

　

空
き
地
等
に
雑
草
が
繁
茂
し
ま

す
と
、
住
環
境
や
健
康
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
、
空
き
地
の

所
有
（
管
理
）
者
は
、
周
辺
に
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
責
任
を

持
っ
て
雑
草
除
去
を
行
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

生
活
雑
排
水
（
台
所
、
洗
濯
、

風
呂
等
の
排
水
）
に
よ
る
公
共
用

水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
し
、
生

活
環
境
の
保
全
と
公
衆
衛
生
の
向

上
を
図
る
た
め
、
生
活
排
水
と
、

し
尿
を
併
せ
て
処
理
す
る
小
型
合

併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
る
方

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
応
募
期
間

　

平
成
18
年
４
月
10
日
㈪
か
ら

　

平
成
18
年
５
月
31
日
㈪
ま
で

○
補
助
金
額

　

５
人
槽　

三
五
四
、〇
〇
〇
円

　

６
〜
７
人
槽　

　
　
　
　
　

四
一
一
、〇
〇
〇
円

　

８
〜
50
人
槽　

　
　
　
　
　

五
一
九
、〇
〇
〇
円

○
応
募
条
件

　

平
成
18
年
4
月
1
日
か
ら
平
成

19
年
3
月
31
日
ま
で
に
設
置
さ
れ

る
方
。（
浄
化
槽
を
埋
設
す
る
と

き
は
、
機
種
及
び
人
槽
を
確
認
す

る
た
め
市
の
立
会
が
必
要
と
な
り

ま
す
。）

•
申
請
者
は
、
岩
出
市
に
住
民
登

録
を
さ
れ
て
い
る
方
又
は
浄
化

槽
設
置
後
速
や
か
に
住
民
登
録

を
さ
れ
る
方
。

但
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

•
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
に

基
づ
く
確
認
又
は
浄
化
槽
法
第

五
条
第
一
項
に
基
づ
く
設
置
の

届
出
の
審
査
を
受
け
ず
に
、
浄

化
槽
を
設
置
す
る
者
。

•
補
助
事
業
の
期
間
内
（
平
成
18

年
4
月
1
日
か
ら
平
成
19
年
3

月
31
日
）
に
浄
化
槽
を
設
置
で

き
な
い
者
。

•
販
売
又
は
賃
貸
の
目
的
で
浄
化

槽
付
住
宅（
共
同
住
宅
を
含
む
）

を
建
築
す
る
者
。

•
住
宅
を
借
り
て
い
る
者
で
、
賃

貸
人
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い

者
。

•
店
舗
付
住
宅
等
に
つ
い
て
は
、

住
宅
部
分
の
延
べ
面
積
が
二
分

の
一
未
満
の
場
合
。

•
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
者
。

•
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
内

に
浄
化
槽
を
設
置
す
る
者
。

（
区
域
―
岩
出
市
中
島
の
一
部
、

吉
田
、
中
黒
の
一
部
、
山
の
一
部
、

相
谷
の
一
部
、
金
池
の
一
部
、
原

の
一
部
、
紀
泉
台
の
一
部
、
岡
田

の
一
部
、
溝
川
の
一
部
、
大
町
の

一
部
、
高
塚
の
一
部
、
水
栖
の
一

部
、
西
国
分
の
一
部
。
な
お
、
区

域
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
生
活
環

境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。）

○
そ
の
他

　

応
募
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選

に
な 

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
応
募
方
法
等
詳
し
く
は
、
生
活

環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
に
つ
い
て
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浄
化
槽
の
維
持
管
理
の
必
要
性

や
仕
組
み
に
つ
い
て
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
浄
化
槽
設
置
（
予

定
）
者
、
管
理
者
を
対
象
に
し
た

講
習
会
が
下
記
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
新
規
で
浄
化
槽
の
設

置
を
予
定
し
て
い
る
方
及
び
単
独

浄
化
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
へ
変
更

を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
等
は
、
ご

都
合
の
良
い
日
に
１
回
必
ず
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】

昼
の
部　

午
後
１
時
〜
午
後
１
時

15
分
（
１
時
15
分
に
は
着
席
し
て

く
だ
さ
い
）

夜
の
部　

午
後
７
時
〜
午
後
７
時

15
分
（
７
時
15
分
に
は
着
席
し
て

く
だ
さ
い
）

【
受
講
時
間
】　

約
１
時
間
程
度

【
受
講
料
】　

無
料

【
持
参
す
る
物
】

運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
本

人
宛
の
ハ
ガ
キ
等
本
人
確
認
の
出

来
る
物
。（
代
理
者
に
よ
る
受
講

者
は
、
原
則
と
し
て
同
居
成
人
に

限
り
ま
す
。）

※
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
管
理
講
習

会
の
受
講
済
証
書
が
添
付
書
類
に

な
り
ま
す
の
で
必
ず
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

開
催
場
所
及
び
日
程

　

詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●合併処理浄化槽の働き
合併処理浄化槽を設置することで、きれいな水を身近
な環境に返して、豊かな自然を守ることができます。
環境の保全にとっては良いことづくめですが、そのた
めには合併処理浄化槽を設置した後の維持管理がきち
んとされなければなりません。
●機能
合併処理浄化槽の機能は、汚れの指標であるBOD（生
物化学的酸素要求量）除去率が 90%以上、放流水の
BODは 20㎎／ℓ以下となっています。
生活排水の中の汚濁物質量（BOD量）は、1人 1日当
たり4gといわれています。合併処理浄化槽で処理す
れば、この汚れがわずか4g以下に減ります。BOD量
が多い台所や洗濯、風呂などの生活雑排水が処理され
ない単独処理浄化槽やくみ取りトイレの家庭と比較す
ると、その処理効果の差は非常に大きくなっています。
●汚れがきれいになる理由
汚水の中の汚物を浄化する主役は、浄化槽の中のた
くさんの種類のバクテリアや原生動物などの微生物で
す。ところが、微生物は案外気難しやで、活発に働か
せるためには、微生物が働きやすい環境を整えてやら
なければなりません。
合併処理浄化槽の中では、そこに棲む微生物によって
汚物が分解、浄化され、その後浄化された水だけが放
流され、汚泥はそのまま浄化槽の中に残ります。残っ
た汚泥は、年に1回、専門の清掃業者によって引き出
す必要があります。

合併処理浄化槽は
水をきれいにします
合併処理浄化槽を設置した場合は、
単独処理浄化槽の場合に比べ、川などに放流される
汚れの量が 8分の 1になります。

浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い
る

ご
家
庭
の
方
へ
！

　

浄
化
槽
が
故
障
し
て
い
た
り
、

正
し
い
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な

い
と
、
近
所
の
方
々
に
迷
惑
を

か
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
河
川

や
生
活
環
境
の
汚
染
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
お
宅
の
浄
化
槽
は

大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
?
定
期
的

に
保
守
点
検
、
法
定
検
査
、
清

掃
を
し
て
適
正
な
管
理
に
つ
と

め
ま
し
ょ
う
。

◎
保
守
点
検
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
浄
化

槽
の
機
能
が
正
し
く
働
き
、
放
流

水
が
基
準
内
で
流
さ
れ
る
よ
う
、

定
期
的
に
保
守
点
検
を
行
う
こ

と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
保
守
点
検
は
専
門
の

登
録
業
者
に
委
託
し
ま
し
ょ
う
。  

◎
法
定
検
査
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
毎
年

一
回
（
新
た
に
設
置
、
又
は
構

造
及
び
規
模
を
変
更
し
た
浄
化

槽
に
つ
い
て
は
、
使
用
開
始
後

6
か
月
経
過
し
た
日
か
ら
2
か

月
の
間
に
一
回
）
水
質
に
関
す

る
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
法
律

で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
検
査
の
申
込
み
は
、

和
歌
山
県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー

（
〇
七
三
―
四
三
二
―
六
四
三
三
）に

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

◎
清
掃
と
は
、

　

浄
化
槽
を
一
定
期
間
使
用
し

て
い
る
と
、
汚
泥
・
※
ス
カ
ム

が
た
ま
り
、
放
っ
て
お
く
と
浄

化
す
る
能
力
が
低
下
し
、
水
域

が
汚
濁
さ
れ
て
、
他
人
に
迷
惑

を
か
け
ま
す
の
で
、
清
掃
を
す

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
の
清
掃

は
、
毎
年
一
回
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
市
許
可
業
者

に
お
い
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

※
ス
カ
ム
（
浮
上
し
て
い
る
汚
泥
）

開催日 区分 会　　　　場 会場住所

5月 26日㈮ 夜 那賀振興局 3階大会議室 岩出市高塚 209

7 月 13 日㈭ 昼 紀の川市役所北別館 3階集会室 紀の川市西大井 338

9 月 14 日㈭ 夜 紀の川市役所北別館 3階集会室 紀の川市西大井 338

11 月 14 日㈫ 昼 那賀振興局 3階大会議室 岩出市高塚 209

3 月 6 日㈫ 昼 那賀振興局 3階大会議室 岩出市高塚 209

浄
化
槽
管
理
講
習
会
の
お
知
ら
せ

生活環境のページ
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総合保健福祉センター

保健推進課

TEL 61-2400 保健推進
だより

　

歯
周
疾
患
の
予
防
と
早
期
発
見

の
た
め
、
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・

70
歳
の
節
目
で
、
歯
周
疾
患
検
診

を
実
施
し
ま
す
。
歯
と
歯
肉
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
と
と
も
に
、
正
し
い

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
方
法
を
身
に
つ

け
る
機
会
と
し
て
、
受
診
し
て
下

さ
い
。
対
象
者
の
方
に
は
、
受
診

は
が
き
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
者

　

岩
出
市
に
住
所
を
有
す
る
方

で
、
今
年
度
中
に
40
歳
（
昭
和
41

年
4
月
1
日
〜
昭
和
42
年
3
月
31

日
生
）、
50
歳
（
昭
和
31
年
4
月

1
日
〜
昭
和
32
年
3
月
31
日
生
）、

60
歳
（
昭
和
21
年
4
月
1
日
〜
昭

和
22
年
3
月
31
日
生
）
70
歳
（
昭

和
11
年
4
月
1
日
〜
昭
和
12
年
3

月
31
日
生
）
に
な
る
方

○
実
施
期
間

　

平
成
18
年
5
月
1
日
〜
平
成
19

年
1
月
31
日

○
実
施
医
療
機
関

　

和
歌
山
県
内
の
実
施
歯
科
診
療

所
　
（
受
診
前
に
歯
科
診
療
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

○
内
容

　

問
診
、
口
腔
内
診
査

○
費
用

　

自
己
負
担
な
し
（
但
し
検
診
の

み
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
推
進
課

各
種
検
診
に
つ
い
て

（
個
別
検
診
）

　

今
年
度
の
個
別
検
診
受
診
期
間

は
、
5
月
1
日
か
ら
10
月
31
日
ま

で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
受

診
さ
れ
る
方
は
、
受
診
は
が
き
の

注
意
事
項
を
よ
く
お
読
み
に
な

り
、
お
早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

（
集
団
セ
ッ
ト
検
診
）

　

期
限
内
に
申
し
込
ま
れ
た
方

は
、
受
診
日
前
に
問
診
票
が
郵
送

さ
れ
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

保
健
推
進
課

歯
周
疾
患
検
診
の
お
知
ら
せ

「あなたの健康法」大募集 !
　市では、「健康で明るい社会づくり」を目指し、

市の健康づくり計画「ふれあい健康 21」に基づ

いて、成人健診をはじめる各種保健事業を実施

しています。

　今回、さらにご自身の健康に関心を持ってい

ただき、健康増進を進めるために、市民の皆様

から健康法」について募集します。

　「私の家では、長年○○を食べているから風邪

をひかない」とか「私の所では○○をする習慣

があるからお年寄りが元気です。」など、ぜひ良

い方法がございましたら、お名前・ご住所・年

齢をご記入の上、封書かハガキで左記までご応

募ください。

　なお、いただいた情報は、別段の意思表示が

なければ、匿名で市広報誌等に掲載し、市民の

皆様の参考とさせていただく場合があります。

公開を希望しない場合は、その旨明記してくだ

さい。また、掲載できない場合もありますので

ご了承ください。

( 応募先 )

〒 649-6256　岩出市金池 92番地

岩出市総合保健福祉センター　行

月 日 曜 歯科医師名 住所（診） TEL（診）

5　

月

3 水 山 本 歯 科 紀の川市粉河 417 73-6369
4 木 水崎歯科医院 岩出市宮 67-4 62-9898
5 金 矢田歯科クリニック 紀の川市貴志川町上野山 352 64-6608
7 日 山中歯科医院 岩出市清水 363-1 62-2503
14 日 辻 本 歯 科 紀の川市打田 1478-1 77-4068
21 日 正司歯科クリニック 紀の川市桃山町市場 71-3 66-2011
28 日 林 歯 科 医 院 岩出市金池 401-8 62-6012

診療時間は、午前 10時から 12 時までと
午後1時から 4時までです。
※受診の際は、電話等で確認のうえ御来院ください。
※当番医が急に変更となる場合がありますので、電話が通
じないときは消防署（61-1791・61-0119）にお問い合
わせください。

日曜・祝日の日曜・祝日の
休日歯科診療のお知らせ休日歯科診療のお知らせ

休日歯科急患当番表休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会



平成18年5月 平成18年 6月 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

4か月児
22日㈪

H18 年 1 月生まれ
26日㈪

H18 年 2 月生まれ 13:00 ～ 13:15

総

合

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

23日㈫ 27日㈫

7か月児
16日㈫

H17 年 10 月生まれ
20日㈫

H17 年 11 月生まれ 13:00 ～ 13:15
17日㈬ 21日㈬

1歳8か月児
9日㈫

H16 年 9 月生まれ
13日㈫

H16 年 10 月生まれ 13:00 ～ 13:15
10日㈬ 14日㈬

3歳6か月児
12日㈮

H14 年 10 月生まれ
16日㈮

H14 年 11 月生まれ 13:00 ～ 13:30
19日㈮ 23日㈮

乳
幼
児
健
康
相
談

10か月児
9日㈫

H17 年 6 月生まれ
13日㈫

H17 年 7 月生まれ 9:00 ～ 9:30
10日㈬ 14日㈬

2歳6か月児
12日㈮

H15 年 10 月生まれ
16日㈮

H15 年 11 月生まれ 9:00 ～ 9:30
19日㈮ 23日㈮

パパママ教室
（妊婦教室）

18日㈭
沐浴実習
産後うつについて
子どもの心を育てるために

12日㈪
歯の健康について
妊娠中の栄養について
絵本の読み聞かせ

13:15 ～ 13:30

予

防

接

種

BCG 8日㈪

〈通知〉
平成18年 1月生まれ
〈対象〉
6か月未満の未接種者

5日㈪

〈通知〉
平成18年 2月生まれ
〈対象〉
6か月未満の未接種者

13:00 ～ 14:00

ポリオ

15日㈪
24日㈬
29日㈪
30日㈫

〈通知〉個別通知
〈対象〉
7歳 6か月未満の未
接種者

13:00 ～ 14:30

栄
養
教
室

離乳食 25日㈭ 離乳食 22日㈭ 離乳食 13:45 ～ 14:00

セ
ッ
ト
検
診

基 本 健 診
胸 部 検 診
胃がん検診
大腸がん検診
乳がん検診

2日㈫
11日㈭
18日㈭
22日㈪
23日㈫
24日㈬
25日㈭

事前に申込みされた
方に個別通知

28日㈬
29日㈭
30日㈮

事前に申込みされた
方に個別通知

8:30 ～ 10:00

健
康
相
談

一般健康相談 毎週月曜日
健康や育児等につい
ての相談

毎週月曜日
健康や育児等につい
ての相談

9:30 ～ 11:30

フリー開放
（機能訓練室）

8日㈪
26日㈮

機能訓練室のフリー
開放

5日㈪
30日㈮

機能訓練室のフリー
開放

13:00 ～ 16:00

献　　　血

5月2日㈫ 株式会社エニシル 6月28日㈬ 岩出市役所
10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

成分及び一般献血（16～65歳）
65 歳以上の方は 60 ～ 64 歳
の時に1回でも経験のある方

5月13日㈯
ミレニアシティ
オークワ

6月10日㈯
ミレニアシティ
オークワ

保健事業予定表保健事業予定表
（平成18年5月、平成18年6月）

17 広報いわで　2006.5

保健推進だより



18　2006.5　広報いわで

市
職
員
人
事
異
動

　

市
で
は
、
平
成
18
年
4
月
の
人

事
異
動
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
し

た
。

　

氏
名
の
後
の
（　

）
内
は
旧
職

名
　
（
特
別
職
）　

助
役
川
口
文
章

（
助
役
・
総
務
部
長
事
務
取
扱
）

　
（
理
事
）　

教
育
委
員
会
理
事
・

教
育
部
岩
出
図
書
館
長
事
務
取
扱

【
再
任
用
】
宮
崎
泰
照
（
教
育
委

員
会
理
事
・
教
育
部
図
書
館
開
設

準
備
室
長
事
務
取
扱
【
再
任
用
】）

　
（
部
長
）　

総
務
部
長
榎
本
陽
治

（
総
務
部
次
長
）　

生
活
福
祉
部

長
・
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
館

長
・
福
祉
事
務
所
長
事
務
取
扱
松

下
博
行
（
生
活
福
祉
部
長
・
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
館
長
・
保
健

推
進
課
長
事
務
取
扱
）

　
（
次
長
）　

事
業
部
次
長
・
下
水

道
担
当
冨
士
真
史（
事
業
部
参
事
・

下
水
道
課
長
事
務
取
扱
）　 

水
道

局
長
中
井
一
善
（
水
道
局
長
【
参

事
】）　

議
会
事
務
局
長
辻
裕
（
議

会
事
務
局
長
【
課
長
】）

　
（
参
事
）　

事
業
部
参
事
・
下
水

道
課
長
事
務
取
扱
大
塚
登
志
昭

（
事
業
部
参
事
・
都
市
計
画
課
長

事
務
取
扱
）

　
（
課
長
）　

市
長
公
室
長
・
市
民

ふ
れ
あ
い
係
長
事
務
取
扱
小
林
和

夫
（
町
長
公
室
長
【
課
長
】・
秘

書
係
長
事
務
取
扱
）　

総
務
部
総

務
課
長
・
行
政
委
員
会
事
務
局
長

事
務
取
扱
佐
伯
繁
樹
（
総
務
部
総

務
課
長
・
情
報
推
進
室
長
事
務
取

扱
）　 

生
活
福
祉
部
保
健
推
進
課

長
・
保
健
推
進
係
長
事
務
取
扱
高

橋
利
之
（
生
活
福
祉
部
保
健
推
進

課
企
画
員
・
保
健
推
進
係
長
事
務

取
扱
）　 

生
活
福
祉
部
保
険
年
金

課
長
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

長
事
務
取
扱
川
端
寛
（
生
活
福
祉

部
保
険
年
金
課
長
）　 

事
業
部
都

市
計
画
課
長
鈴
木
俊
史
（
事
業
部

都
市
計
画
課
企
画
員
）　

教
育
部

生
涯
学
習
課
長
・
公
民
館
長
・
体

育
館
長
事
務
取
扱
平
松
一
夫
（
教

育
部
生
涯
学
習
課
長
・
駅
前
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
館
長
・
公
民
館
長
・
体

育
館
長
事
務
取
扱
）

　
（
副
課
長
）　

市
長
公
室
次
長
・

秘
書
係
長
事
務
取
扱
湯
川
佳
彦

（
町
長
公
室
室
長
補
佐
・
市
制
移

行
準
備
室
長
兼
務
・
町
民
ふ
れ
あ

い
係
長
事
務
取
扱
）　

総
務
部
税

務
課
副
課
長
・
納
税
担
当
藤
田
茂

和
（
総
務
部
税
務
課
主
幹
・
納
税

担
当
）　

生
活
福
祉
部
福
祉
課
副

課
長
・
人
権
啓
発
係
長
事
務
取
扱

藤
平
正
視
（
生
活
福
祉
部
福
祉
課

企
画
員
・
総
務
係
長
事
務
取
扱
）

　

生
活
福
祉
部
福
祉
課
付
副
課

長
・
公
立
那
賀
病
院
併
任
福
田
輝

章
（
生
活
福
祉
部
保
険
年
金
課
主

幹
・
介
護
保
険
担
当
）　

生
活
福

祉
部
保
険
年
金
課
副
課
長
伊
都
勇

次
（
総
務
部
税
務
課
主
幹
・
住
民

税
担
当
）　

生
活
福
祉
部
生
活
環

境
課
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
山

本
良
幸
（
生
活
福
祉
部
生
活
環
境

課
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
（
主

幹
））　

事
業
部
都
市
計
画
課
副
課

長
・
開
発
指
導
係
長
事
務
取
扱
松

見
正
司
（
事
業
部
都
市
計
画
課
課

長
補
佐
・
開
発
指
導
係
長
事
務
取

扱
）　

事
業
部
農
林
経
済
課
副
課

長
・
工
務
係
長
事
務
取
扱
田
林
和

樹
（
事
業
部
農
林
経
済
課
主
幹
・

工
務
係
長
事
務
取
扱
）　

事
業
部

地
籍
調
査
課
副
課
長
・
調
査
第
一

係
長
事
務
取
扱
土
生
川
崇
（
事
業

部
地
籍
調
査
課
主
幹
・
調
査
第
一

係
長
事
務
取
扱
）　

事
業
部
下
水

道
課
副
課
長
土
居
憲
司
（
出
納
室

企
画
員
・
出
納
係
長
事
務
取
扱
）

　

水
道
局
次
長
・
業
務
係
長
事
務

取
扱
金
岡
正
樹
（
教
育
部
生
涯
学

習
課
主
幹
）　

議
会
事
務
局
次
長
・

議
事
調
査
係
長
事
務
取
扱
亀
田
保

夫
（
議
会
事
務
局
次
長
（
主
幹
）・

議
事
調
査
係
長
事
務
取
扱
）　

教

育
部
教
育
総
務
課
副
課
長
・
総
務

係
長
事
務
取
扱
赤
井
俊
秀
（
教
育

部
教
育
総
務
課
主
幹
・
総
務
係
長

事
務
取
扱
）　

教
育
部
生
涯
学
習

課
副
課
長
出
口
隆
昭
（
生
活
福
祉

部
保
険
年
金
課
主
幹
・
保
健
医
療

担
当
）

　
（
保
育
所
長
）　

岩
出
第
二
保
育

所
長
楠
淳
子
（
山
崎
保
育
所
主
任

保
育
士
）

　
（
企
画
員
）　

農
業
委
員
会
事
務

局
長
土
岐
喜
紀
（
事
業
部
農
林
経

済
課
企
画
員
・
農
業
委
員
会
事
務

局
長
併
任
）

　
（
主
幹
）　

総
務
部
税
務
課
主

幹
・
市
民
税
担
当
平
野
康
夫
（
総

務
部
税
務
課
主
幹
・
固
定
資
産
税

担
当
）　

総
務
部
税
務
課
主
幹
・

固
定
資
産
税
係
長
事
務
取
扱
上
野

史
士（
事
業
部
地
籍
調
査
課
主
幹
・

調
査
第
四
係
長
事
務
取
扱
）　

出

納
室
主
幹
谷
中
茂
樹
（
事
業
部
下

水
道
課
主
幹
）　

教
育
部
生
涯
学

習
課
主
幹
・
青
少
年
女
性
係
長
事

務
取
扱
並
松
雄
二
（
教
育
部
生
涯

学
習
課
主
幹
・
生
涯
学
習
推
進
係

長
・
図
書
館
開
設
準
備
係
長
・
図

書
館
建
設
係
長
事
務
取
扱
）

　
（
課
長
補
佐
）　

総
務
部
総
務
課

情
報
推
進
室
長
上
野
史
博
（
総
務

部
総
務
課
課
長
補
佐
・
情
報
推
進

担
当
）　

生
活
福
祉
部
福
祉
課
課

長
補
佐
・
総
務
係
長
事
務
取
扱
明

渡
美
恵
子
（
生
活
福
祉
部
福
祉
課

課
長
補
佐
）　

生
活
福
祉
部
福
祉

課
課
長
補
佐
・
社
会
福
祉
係
長
事

務
取
扱
阪
口
修
次
（
生
活
福
祉
部

福
祉
課
社
会
福
祉
係
長
）　

生
活

福
祉
部
生
活
環
境
課
課
長
補
佐
居

谷
正
（
生
活
福
祉
部
生
活
環
境
課

課
長
補
佐
・
生
活
環
境
係
長
事
務

取
扱
）　

生
活
福
祉
部
保
険
年
金

課
課
長
補
佐
・
介
護
保
険
担
当
井

辺
健
浩
（
生
活
福
祉
部
保
険
年
金

課
付
係
長
（
那
賀
広
域
事
務
組
合

派
遣
））　

事
業
部
土
木
課
課
長
補

佐
・
管
理
担
当
古
谷
和
彦
（
生
活

福
祉
部
生
活
環
境
課
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
所
長
補
佐
）　

事
業
部
下

水
道
課
課
長
補
佐
・
下
水
道
係
長

事
務
取
扱
梅
田
英
世
（
事
業
部
下

水
道
課
下
水
道
係
長
）　

教
育
部

岩
出
図
書
館
館
長
補
佐
・
図
書
館

係
長
事
務
取
扱
山
中
仁
（
教
育
部

生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
・
駅
前
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
館
長
補
佐
兼
務
・
図

書
館
係
長
事
務
取
扱
）

　
（
係
長
）　

総
務
部
総
務
課
交
通

防
犯
係
長
古
田
昌
弘
（
総
務
部
総

務
課
主
事
）　

生
活
福
祉
部
福
祉

課
長
寿
社
会
係
長
寺
西
英
司
（
生

活
福
祉
部
福
祉
課
人
権
啓
発
係

長
）　

生
活
福
祉
部
福
祉
課
付
係

長
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
併

任
中
林
篤
彦
（
教
育
部
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
健
康
係
長
）　

生
活

福
祉
部
生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

長
増
田
賢
仁（
水
道
局
業
務
係
長
）

　

出
納
室
出
納
係
長
橋
口
加
奈
子

（
生
活
福
祉
部
福
祉
課
長
寿
社
会

係
長
）　

生
活
福
祉
部
生
活
環
境

課
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
庶
務
係
長

五
島
隆
成
（
生
活
福
祉
部
保
険
年

金
課
主
事
）　

教
育
部
生
涯
学
習

課
文
化
財
係
長
窪
田
雅
秀
（
教
育

部
生
涯
学
習
課
専
門
員
・
文
化
財

担
当
）　

教
育
部
生
涯
学
習
課
生

涯
学
習
推
進
係
長
岩
見
聖
治
（
総

務
部
税
務
課
固
定
資
産
税
係
長
）

　

教
育
部
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

健
康
係
長
明
渡
正
記
（
事
業
部
土

木
課
専
門
員
・
土
地
開
発
公
社
事

務
局
併
任
）

　
（
専
門
員
）　

総
務
部
市
民
課
専

門
員
大
島
慈
（
総
務
部
税
務
課
専
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門
員
）　

生
活
福
祉
部
福
祉
課
福

祉
事
務
所
専
門
員
中
井
典
枝
（
生

活
福
祉
部
福
祉
課
専
門
員
）　

生

活
福
祉
部
保
険
年
金
課
専
門
員

（
保
健
師
）
田
村
紀
子
（
生
活
福

祉
部
保
健
推
進
課
専
門
員
（
保
健

師
）） 　

事
業
部
地
籍
調
査
課
専

門
員
居
谷
進
（
生
活
福
祉
部
生
活

環
境
課
専
門
員
）

　
（
主
任
保
育
士
）　

岩
出
保
育
所

主
任
保
育
士
山
本
冨
美
子
（
山
崎

北
保
育
所
主
任
保
育
士
）　

山
崎

保
育
所
主
任
保
育
士
南
暁
子
（
岩

出
第
二
保
育
所
副
主
任
保
育
士
）

　

山
崎
北
保
育
所
主
任
保
育
士
木

村
み
ゆ
き
（
根
来
保
育
所
主
任
保

育
士
）　

根
来
保
育
所
主
任
保
育

士
上
野
愛
子
（
上
岩
出
保
育
所
主

任
保
育
士
）　

上
岩
出
保
育
所
主

任
保
育
士
村
田
倫
子
（
岩
出
保
育

所
主
任
保
育
士
）

　
（
副
主
任
保
育
士
）　

岩
出
第
二

保
育
所
副
主
任
保
育
士
横
畑
奈
緒

子
（
岩
出
保
育
所
保
育
士
）　

山

崎
保
育
所
副
主
任
保
育
士
高
松
宏

美（
根
来
保
育
所
副
主
任
保
育
士
）

　

山
崎
北
保
育
所
副
主
任
保
育
士 

井
馬
夕
美
子
（
岩
出
第
二
保
育
所

保
育
士
）　

根
来
保
育
所
副
主
任

保
育
士
高
松
千
珠
（
根
来
保
育
所

保
育
士
）　

上
岩
出
保
育
所
副
主

任
保
育
士
石
倉
芳
美
（
上
岩
出
保

育
所
保
育
士
）

　
（
主
事
）　

市
長
公
室
主
事
有
賀

万
記（
教
育
部
生
涯
学
習
課
主
事
）

　

総
務
部
総
務
課
主
事
【
和
歌
山

県
へ
派
遣
】
堀
内
邦
彦
（
総
務
部

税
務
課
主
事
）　

総
務
部
総
務
課

主
事
吉
末
博
行
（
総
務
部
総
務

課
主
事
【
和
歌
山
社
会
経
済
研
究

所
へ
派
遣
】）　

総
務
部
総
務
課
主

事
伊
藤
友
宜
（
生
活
福
祉
部
保
険

年
金
課
主
事
）　

総
務
部
総
務
課

主
事
増
渕
良
貴
（
総
務
部
総
務
課

主
事
【
和
歌
山
県
へ
派
遣
】）　

総

務
部
総
務
課
主
事
中
村
隆
子
（
町

長
公
室
主
事
）　

総
務
部
税
務
課

主
事
赤
井
康
正
（
事
業
部
都
市
計

画
課
主
事
）　

総
務
部
税
務
課
主

事
高
橋
よ
し
み
（
出
納
室
主
事
）

　

総
務
部
税
務
課
主
事
中
村
和
美

（
総
務
部
総
務
課
主
事
）　

総
務
部

税
務
課
主
事
中
下
正
明
（
事
業
部

土
木
課
主
事
）　

総
務
部
税
務
課

主
事
曽
根
秀
貴
（
教
育
部
生
涯
学

習
課
主
事
）　

総
務
部
税
務
課
主

事
安
村
俊
哉
（
総
務
部
住
民
課
主

事
）　

総
務
部
市
民
課
主
事
木
村

富
美
（
総
務
部
総
務
課
主
事
）　

生
活
福
祉
部
福
祉
課
主
事
田
村
麻

希
子（
事
業
部
都
市
計
画
課
主
事
）

　

 

生
活
福
祉
部
福
祉
課
主
事
前

坂
千
景
（
事
業
部
地
籍
調
査
課
主

事
）　

生
活
福
祉
部
福
祉
課
主
事

鈴
木
弘
美（
総
務
部
税
務
課
主
事
）

　

生
活
福
祉
部
福
祉
課
福
祉
事

務
所
主
事
宮
川
尚
仁
（
生
活
福
祉

部
福
祉
課
主
事
【
和
歌
山
県
へ
派

遣
】）　

生
活
福
祉
部
福
祉
課
主
事

西
口
征
秀
（
町
長
公
室
主
事
）　

生
活
福
祉
部
保
健
推
進
課
主
事
大

谷
員
恵
（
教
育
部
生
涯
学
習
課
主

事
）　

生
活
福
祉
部
保
険
年
金
課

主
事
吉
末
佐
記
江
（
生
活
福
祉
部

福
祉
課
主
事
）　

生
活
福
祉
部
保

険
年
金
課
主
事
山
田
真
由
美
（
事

業
部
土
木
課
主
事
）　

生
活
福
祉

部
保
険
年
金
課
主
事
中
小
路
和
紀

（
総
務
部
税
務
課
主
事
）　

生
活
福

祉
部
保
険
年
金
課
主
事
出
嶋
麻
紀

子
（
生
活
福
祉
部
福
祉
課
主
事
）

　

事
業
部
土
木
課
主
事
安
村
匡
弘

（
総
務
部
総
務
課
主
事
）　

事
業
部

土
木
課
主
事
西
上
貴
憲
（
事
業
部

地
籍
調
査
課
主
事
）　

事
業
部
土

木
課
主
事
西
浦
正
員
（
総
務
部
税

務
課
主
事
）　

事
業
部
土
木
課
主

事
・
土
地
開
発
公
社
事
務
局
併
任

藤
井
正
治（
総
務
部
総
務
課
主
事
）

　

事
業
部
都
市
計
画
課
主
事
西
浦

史
浩
（
事
業
部
下
水
道
課
主
事
）

　

事
業
部
都
市
計
画
課
主
事
大
森

慎
二
（
事
業
部
土
木
課
主
事
）　

事
業
部
地
籍
調
査
課
技
師
荒
木
直

哉
（
事
業
部
土
木
課
技
師
）　

教

育
部
生
涯
学
習
課
主
事
畠
山
裕
茂

（
事
業
部
地
籍
調
査
課
主
事
）　

教

育
部
岩
出
図
書
館
主
事
佐
野
亮
子

（
教
育
部
図
書
館
開
設
準
備
室
主

事
）　

教
育
部
岩
出
図
書
館
主
事

目
崎
暢
也
（
教
育
部
図
書
館
開
設

準
備
室
主
事
）　

教
育
部
岩
出
図

書
館
主
事
山
田
絢
子
（
総
務
部
住

民
課
主
事
）

　
（
保
育
士
）　

岩
出
保
育
所
保
育

士
西
村
美
穂
（
山
崎
保
育
所
保

育
士
）　

岩
出
保
育
所
保
育
士
濱

端
夏
子
（
山
崎
保
育
所
保
育
士
）

　

岩
出
保
育
所
保
育
士
和
田
有
加

（
岩
出
第
二
保
育
所
保
育
士
）　

岩

出
第
二
保
育
所
保
育
士
南
場
由
紀

（
根
来
保
育
所
保
育
士
）　

岩
出
第

二
保
育
所
保
育
士
出
口
真
也
（
岩

出
保
育
所
保
育
士
）　

山
崎
保
育

所
保
育
士
正
木
理
恵
（
上
岩
出
保

育
所
保
育
士
）　

山
崎
保
育
所
保

育
士
西
口
委
公
子
（
根
来
保
育
所

保
育
士
）　

山
崎
北
保
育
所
保
育

士
阪
田
み
ゆ
き
（
根
来
保
育
所
保

育
士
）　

山
崎
北
保
育
所
保
育
士

畑
中
祥
江
（
岩
出
第
二
保
育
所
保

育
士
）　

根
来
保
育
所
保
育
士
坂

井
優
香（
上
岩
出
保
育
所
保
育
士
）

　

根
来
保
育
所
保
育
士
武
田
千
江

子
（
山
崎
保
育
所
保
育
士
）　

根

来
保
育
所
保
育
士
北
田
有
理
（
山

崎
保
育
所
保
育
士
）　

上
岩
出
保

育
所
保
育
士
花
井
良
佳
（
山
崎
北

保
育
所
保
育
士
）　

上
岩
出
保
育

所
保
育
士
小
松
起
代
（
山
崎
北
保

育
所
保
育
士
）　

上
岩
出
保
育
所

保
育
士
宮
本
陽
子
（
山
崎
北
保
育

所
保
育
士
）

　
（
現
業
員
）　

岩
出
第
二
保
育
所

調
理
員
坂
上
佐
知
子
（
岩
出
保
育

所
調
理
員
）　

山
崎
保
育
所
調
理

員
田
中
三
智
子
（
根
来
保
育
所
調

理
員
）　

山
崎
北
保
育
所
調
理
員 

松
山
民
子
（
上
岩
出
保
育
所
調
理

員
）　

根
来
保
育
所
調
理
員
辻
村

恵
美
（
山
崎
北
保
育
所
調
理
員
）

　

上
岩
出
保
育
所
調
理
員
安
田
美

保
（
山
崎
保
育
所
調
理
員
）

【
採
用
者
】

　
（
副
課
長
）　

教
育
部
教
育
総
務

課
教
育
指
導
主
事
秦
野
吉
弘
（
和

歌
山
県
か
ら
派
遣
）

　
（
課
長
補
佐
）　

生
活
福
祉
部
福

祉
課
福
祉
事
務
所
次
長
薮
本
幸
男

（
和
歌
山
県
か
ら
派
遣
）

　
（
主
事
）　

総
務
部
税
務
課
主
事

上
野
大
輔　

生
活
福
祉
部
福
祉
課

主
事
岩
田
巡
矢　

生
活
福
祉
部
保

険
年
金
課
主
事
恩
賀
孝
幸　

事
業

部
都
市
計
画
課
主
事
弓
場
一
毅　

事
業
部
農
林
経
済
課
主
事
九
鬼
孝

信【再
任
用
】

　
（
現
場
員
）　

生
活
福
祉
部
生
活

環
境
課
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
主
任

現
業
員
京
谷
操　

教
育
部
教
育
総

務
課
根
来
小
学
校
用
務
員
原
田
敦

子【退
職
者
】

　

坂
口
俊
雄
（
生
活
福
祉
部
保
険

年
金
課
企
画
員
）　

京
谷
操
（
生

活
福
祉
部
生
活
環
境
課
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
主
任
現
業
員
）　

原
田

敦
子
（
教
育
部
教
育
総
務
課
根
来

小
学
校
用
務
員
）　

服
部
義
大（
教

育
部
生
涯
学
習
課
主
幹
）　

中
井

美
登
利
（
岩
出
第
二
保
育
所
長
）

　

土
生
川
美
智
子
（
上
岩
出
保
育

所
調
理
員
）　

三
谷
和
代
（
岩
出

第
二
保
育
所
調
理
員
）
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『
子
育
て
教
室
』

◎
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
し
て
い
ま

す
か
？
絵
本
を
子
ど
も
に
読
ん
で

あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
が
満

た
さ
れ
、
想
像
力
を
豊
か
に
し
ま

す
。
絵
本
を
と
お
し
て
親
子
の
絆

を
よ
り
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
内
容 
「
今
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
大
切
な
絵
本
と

は
」

○
講
師　

吉
橋　

成
治　

氏

○
日
時　

平
成
18
年
5
月
24
日
㈬    

　
　
　
　

午
前
10
時
〜

　
　
　
　
　
　
　

午
前
11
時
30
分

○
場
所　

岩
出
図
書
館

○
対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

○
定
員　

20
組

※
希
望
の
方
は
、
5
月
23
日
㈫
ま

で
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

【
申
込
先
】

　
　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
62
―
３
３
６
２

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
近
所
に
友
達
が
い
な
い
、
ま

た
は
子
育
て
に
自
信
が
な
い
等
悩

み
を
も
つ
保
護
者
に
対
す
る
支
援

と
し
て
、
就
学
前
の
在
宅
幼
児
を

対
象
に
市
立
各
保
育
所
に
お
い

て
、
毎
年
5
月
か
ら
3
月
ま
で
の

月
1
回
、
午
前
10
時
か
ら
午
前
11

時
30
分
ま
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊

び
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
実
施
日
の
2
週

間
前
か
ら
1
週
間
前
ま
で
の
期
間

と
し
ま
す
。

　

な
お
、
保
育
所
の
行
事
な
ど
で

実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
各
保
育
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
制
施
行
記
念

「
岩
出
少
年
柔
道
大
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

　

市
制
施
行
を
記
念
し
て
小
中
学

生
に
広
く
柔
道
実
践
の
機
会
を
与

え
、
技
術
の
向
上
と
ア
マ
チ
ュ
ア

ス
ポ
ー
ツ
精
神
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
ふ
れ
あ
い
と
交
流
を
深

め
る
こ
と
で
、
心
身
と
も
に
健
全

な
少
年
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
「
岩
出
少
年
柔
道
大
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

当
日
は
小
中
学
生
に
よ
る
試
合

の
ほ
か
シ
ド
ニ
ー
五
輪
銀
メ
ダ
リ

ス
ト
で
現
天
理
大
学
柔
道
部
監
督

の
「
篠
原
信
一
」
氏
を
招
い
て
講

演
及
び
実
技
指
導
を
行
い
ま
す
。

柔
道
の
関
係
者
だ
け
で
な
く
誰
で

も
観
覧
で
き
ま
す
の
で
、
多
く
の

市
民
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

○
日
時

　

平
成
18
年
5
月
7
日
㈰

　

午
前
10
時
00
分
開
会

○
場
所 

　

岩
出
市
民
総
合
体
育
館

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
内

　
　

岩
出
少
年
柔
道
大
会

　
　

実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　

内
線
２
８
３

Information
暮らしの
情報

　　　　　　　岩出市役所………………62-2141 ㈹
　　　　　　　

（岩出市教育委員会）

　　　　　　総合保健福祉センター…61-2400
　　　　　クリーンセンター………62-0814
　　　　市民総合体育館…………62-0370
　　　民俗資料館………………63-1499
　　岩出図書館………………62-7222
　岩出警察署………………63-0110
那賀消防組合……………61-0119

福　

祉

　

岩
出
市
地
域
活
動
連
絡
協
議
会

に
は
、
現
在
市
内
各
地
区
12
の
子

ど
も
会
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
協

議
会
で
は
、
普
段
単
独
で
事
業
を

行
っ
て
い
る
各
子
ど
も
会
合
同
の

事
業
を
企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
区
に
子
ど
も
会
が
あ
っ
て
、
加

入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
一
度

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
主
な
事
業

•
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

•
キ
ャ
ン
プ
等
の
野
外
活
動

•
ク
ラ
フ
ト
研
修
会

•
指
導
者
研
修
会

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
内
岩
出
市
地
域
活

動
連
絡
協
議
会
事
務
局

　

平
日
の
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

問い合わせ先

平
成
18
年
５
月
25
日
㈭

平
成
18
年
５
月
23
日
㈫

平
成
18
年
５
月
18
日
㈭

平
成
18
年
５
月
16
日
㈫

平
成
18
年
５
月
11
日
㈭

平
成
18
年
５
月
９
日
㈫

５
月
の
開
放
日

岩
出
第
二
保
育
所

岩
出
保
育
所

上
岩
出
保
育
所

根
来
保
育
所

山
崎
北
保
育
所

山
崎
保
育
所

保
育
所
名

六
三
―
〇
二
六
九

六
二
―
二
四
〇
二

六
二
―
二
八
一
四

六
二
―
二
七
〇
一

六
二
―
〇
七
三
二

六
二
―
二
八
四
四

電
話
番
号

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！

岩
出
市
地
域
活
動
連
絡
協
議
会

（
岩
出
市
父
母
子
ど
も
会
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

催　

し
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◎
成
人
講
座

•
行
政
講
座
「
市
各
部
に
お
け
る

　

主
要
業
務
に
つ
い
て
」

　

講
師
＝
市
各
部
職
員

　

日
時
＝
５
月
17
日
㈭

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
岩
出
市
総
合
保
健

　
　
　
　

福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　

視
聴
覚
室

◎
ふ
れ
あ
い
学
級

•
歌
唱
指
導
「
歌
の
散
歩
道
」

　

講
師=

安
積
美
恵
子
氏

▼
紀
泉
台
学
園

　

日
時
＝
５
月
12
日
㈮

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

　

日
時
＝
５
月
15
日
㈪

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

　

日
時
＝
５
月
16
日
㈫

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
岩
出
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

　

日
時
＝
５
月
19
日
㈮

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
山
崎
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

　

日
時
＝
５
月
22
日
㈪

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
根
来
地
区
公
民
館

パ
ソ
コ
ン
技
術
教
室

受
講
生
募
集

第
２
回
ワ
ー
ド
（
初
級
）
教
室

文
書
作
成
を
し
た
い
初
心
者
の
方

が
対
象
で
す
。

【
内
容
】
基
本
操
作
・
文
字
入
力
・

文
書
の
作
成
・
編
集
・
印
刷

【
受
講
料
】
800
円

【
日
程
】

　

７
月
2
・
9
・
16
・
23
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

１
講
座
4
日
間
の
受
講
に
な
り

ま
す
。

【
応
募
資
格
】
岩
出
市
民
の
方

　
　
　
　
　
　
（
学
生
不
可
）

【
定
員
】
24
名

【
場
所
】
紀
泉
台
地
区
公
民
館

◎
応
募
方
法

　

官
製
は
が
き
に
「
第
２
回
ワ
ー

ド
（
初
級
）
教
室
」・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

5
月
26
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
649

―
6292
岩
出
市
西
野
209　

岩
出
市
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課　

公
民
館

係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
、
初

め
て
の
方
優
先
で
抽
選
と
な
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

第
1
回

市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
出
場
チ
ー
ム
募
集
！

○
主
催　

岩
出
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会

○
開
催
日
時　

5
月
27
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
よ
り

○
会
場　

岩
出
市
民
総
合
体
育
館

○
種
目

　

Ａ
ク
ラ
ス
（
経
験
者
）

　

Ｂ
ク
ラ
ス
（
フ
リ
ー
）

　

Ｃ
ク
ラ
ス
（
初
心
者
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
）

○
参
加
資
格　

岩
出
市
内
に
在

住
、
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
小
学

生
以
上
の
者

○
チ
ー
ム
構
成

　

選
手
は
4
名
〜
6
名
。
チ
ー
ム

構
成
は
、
コ
ー
ト
内
1
チ
ー
ム
中

学
生
以
上
の
男
子
は
2
名
以
内
と

す
る（
小
学
生
は
、男
子
4
名
可
）。

　

い
ず
れ
も
監
督
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
選
手
を
兼
ね
る
こ
と
が

で
き
る
。

○
申
込
方
法

　

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

載
し
、
申
込
期
日
ま
で
に
申
し
込

む
こ
と
。
な
お
、
参
加
料
（
五
○

○
円
／
チ
ー
ム
…
1
日
保
険
料
を

含
む
）は
大
会
当
日
に
徴
収
す
る
。

○
申
込
先

　

〒
６
４
９
―
６
２
３
２

　

岩
出
市
荊
本
63
―
2

　

総
合
体
育
館
内
生
涯
学
習
課

　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

※
申
込
用
紙
は
総
合
体
育
館
に
用

意
し
て
い
ま
す
。

○
申
込
期
間　

5
月
19
日
㈮
ま
で

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

事
務
局

　
　

玉
井　

℡
61
―
６
６
３
７

　

総
合
体
育
館
内

　
　

生
涯
学
習
課

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
生

募
集

○
期
間　

5
月
25
日
㈭
〜

　
　
　
　

7
月
27
日
㈭（
計
10
回
）

　
　
　
　

毎
週
（
木
曜
日
）

　
　
　
　

午
後
7
時
か
ら
8
時

○
場
所　

岩
出
市
民
総
合
体
育
館

小
ホ
ー
ル

○
資
格　

岩
出
市
内
在
住
又
は
勤

務
し
て
い
る
満
20
歳
以

上
の
方

○
参
加
料　

一
人　

一
五
○
○
円

　
　
　
　
　
（
保
険
料
）

○
講
師　

宮
本
敦
子
先
生

○
申
込
方
法

　
　

5
月
19
日
㈮
午
後
7
時
か
ら

受
付
開
始
。
岩
出
市
民
総
合
体

育
館
開
館
時
間
内
に
申
し
込
み

に
来
て
下
さ
い
。
な
お
、
先
着

80
名
で
申
し
込
み
を
締
め
切
り

ま
す
。

（
電
話
や
代
理
人
で
の
申
し
込

み
は
一
切
受
付
け
ま
せ
ん
。）

※
総
合
体
育
館
開
館
時
間

　

午
前
9
時
〜
午
後
9
時
30
分

　

但
し
、
火
曜
日
の
み
午
後
5
時

ま
で

生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ

暮らしの情報

５
月
の
「
総
合
体
育
館
ア

リ
ー
ナ
で
遊
ぼ
う
！
」
に

つ
い
て
は
、
行
事
等
の
都

合
に
よ
り
、
休
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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募　

集

市
教
育
委
員
会
で
は
、

市
民
プ
ー
ル
臨
時
職
員

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

○
採
用
予
定
者
数

　

市
民
プ
ー
ル
管
理
人　

４
名

　

市
民
プ
ー
ル
監
視
員　

16
名

○
資
格

管
理
人
…
市
内
在
住
で
25
歳
以

上
65
歳
未
満
の
健
康

な
方

監
視
員
…
18
歳
以
上
60
歳
未
満

（
高
校
生
を
除
く
）

の
水
泳
に
自
身
の
あ

る
方

○
時
給　

九
○
○
円
（
交
通
費
の

支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

○
業
務
内
容

管
理
人
…
受
付
、
入
場
券
発
券

及
び
改
札
、
事
務
所

等
の
清
掃
、
そ
の
他

監
視
員
…
プ
ー
ル
監
視
、
プ
ー

ル
・
更
衣
室
等
の
清

掃
、
そ
の
他

○
勤
務
期
間

　

６
月
30
日
〜
８
月
31
日

○
受
付
期
間

５
月
22
日
㈪
〜
６
月
９
日
㈮
ま

で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）　 

1
通

※
面
接
日
等
詳
細
は
追
っ
て
通
知

し
ま
す
。（
履
歴
書
は
返
却
い

た
し
ま
せ
ん
。）

○
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ

　

市
民
総
合
体
育
館
内

   

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

管
理
人
の
募
集
に
つ
い
て

　

岩
出
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
及
び
上
岩
出
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
人
を
募
集

し
ま
す
。

○
岩
出
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　

岩
出
市
高
塚
11

○
上
岩
出
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

　

岩
出
市
北
大
池
84

○
応
募
条
件

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
近

隣
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
長
期

間
勤
務
で
き
る
方

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
１
通

○
受
付
期
間

　

５
月
８
日
㈪
〜
５
月
19
日
㈮

※
面
接
日
等
詳
細
は
後
日
通
知

○
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
管
財
係

　
　

内
線
１
２
３
・
１
２
５

サ
ン
ホ
ー
ル
管
理
人
の

募
集
に
つ
い
て

　

サ
ン
ホ
ー
ル
の
管
理
人
を
募
集

し
ま
す
。

○
サ
ン
ホ
ー
ル

　
（
岩
出
市
地
域
交
流
会
館
）

　

岩
出
市
山
７
１
９

○
応
募
条
件

長
期
間
勤
務
の
可
能
な
個
人
又

は
団
体

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
１
通

○
受
付
期
間

　

５
月
８
日
㈪
〜
５
月
19
日
㈮

○
面
接
日
等
詳
細
は
後
日
通
知

○
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
管
財
係

　
　

内
線
１
２
３
・
１
２
５

文
化
教
室
受
講
生

２
次
募
集
の
お
知
ら
せ

生
涯
学
習
課
で
は
文
化
教
室
受
講

生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

•
少
年
少
女
コ
ー
ラ
ス
教
室

•
手
話
（
初
級
）
教
室

•
お
菓
子
づ
く
り
（
一
般
）
教
室

•
絵
本
の
読
み
方
・
紙
芝
居
の
演

じ
方
入
門
講
座

•
水
墨
画
教
室

•
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

◎
各
講
座
若
干
名
程
度

◎
各
教
室
6
月
か
ら
の
受
講
に
な

り
ま
す
。

【
応
募
で
き
る
方
】

◎
少
年
少
女
コ
ー
ラ
ス
教
室

　

・
市
内
在
住
の
児
童
・
生
徒

◎
手
話
（
初
級
）
教
室

・
市
内
在
住
の
小
学
４
年
か
ら

一
般

◎
そ
の
他
の
教
室

・
市
内
在
住
の
方
で
一
人
一
教

室

　

但
し
、
手
話
（
初
級
）
教
室

と
少
年
少
女
コ
ー
ラ
ス
教
室

は
同
時
に
受
講
で
き
ま
す
。

・
平
成
18
年
度
文
化
教
室
を
受

講
さ
れ
て
い
な
い
方

・
昨
年
度
受
講
し
た
教
室
を
再

受
講
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

【
応
募
方
法
】

官
製
は
が
き
に
、希
望
講
座
名
・

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏ふ

り
が
な名

・
電

話
番
号
・
職
業
を
記
入
の
う

え
、
５
月
19
日
（
必
着
）
ま
で

に
〒
649
―
6292
岩
出
市
西
野
209　

岩
出
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
公
民
館
係
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
、

抽
選
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
課　

公
民
館
係

人
権
擁
護
委
員
か
ら

お
知
ら
せ

５
月
９
日
㈫
午
後
１
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
人
権
相
談
所
を
開
設
！

　

―
相
談
内
容
等
―

　

女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
に
関

す
る
人
権
相
談
を
は
じ
め
、
差
別

的
取
扱
い
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ

め
、い
や
が
ら
せ
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵
害

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
６
月
の
人
権
相
談
は
、

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た

日
に
ち
な
み
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
特
設
人
権
相
談
所
と
し
て
、

６
月
１
日
㈭
午
前
10
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
開
設
し
ま
す
。

【
場
所
】

　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
63
―
３
２
４
６
㈹

相　

談

暮らしの情報
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行
政
相
談
開
設
の

お
知
ら
せ

日
時　

5
月
25
日
㈭

　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉

　
　
　

セ
ン
タ
ー　

金
池
92
番
地

電
話　

岩
出
市
社
会
福
祉
協
議
会 

　
　
　

☎
63
―
３
２
４
６
㈹

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
農
薬

防
除
補
助
に
つ
い
て

　

岩
出
市
で
は
、
水
稲
に
被
害
を

与
え
る
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
（
ス
ク

ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
）
の
発
生
が
見
ら

れ
ま
す
。

　

そ
の
被
害
を
抑
制
す
る
た
め
、

農
薬
を
購
入
す
る
者
に
対
し
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
岩
出
市
役
所

事
業
部
農
林
経
済
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

平
成
18
年
度
「
は
か
り
」

の
定
期
検
査
に
つ
い
て

　

左
記
日
程
で
「
は
か
り
」
の
定

期
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
取
引
き

や
証
明
に
使
用
し
て
い
る
「
は
か

り
」
は
、
こ
の
検
査
を
必
ず
受
け

て
く
だ
さ
い
。

実
施
場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

実
施
月
日　

6
月
23
日
㈮

実
施
時
間　

10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　

13
時
〜
16
時

お
問
い
合
わ
せ

　

和
歌
山
県
商
工
労
働
総
務
課

　

計
量
指
定
班　

℡
073
―
441
―
2713

市民農園利用者追加募集
　家庭菜園で野菜等を作りたい人が増えています。
　市では市民農園の利用者を追加募集いたしますので、
希望される方は下記の要領でお申し込みください。但し、
同一世帯につき一通のご応募とし、既に農園を利用され
る方及び同世帯の方は応募できません。
１、応募要領
　場所及び区画数は次のとおりです。
　場所　船戸２区画
　料金　１区画当たり 1,000 円 約 30 平方メートル
　期間　年度毎に更新あり
２、申し込み等日程
 ◎申し込み締切日
  平成 18年 5月 19日㈮
 ◎申し込み方法
  官製ハガキにて記入例のとおり申し込み下さい。
　(記入例 )　　　表　　　　　　　　裏

　但し、募集人数を超過した場合には、公開抽選を行い
ます。
抽選会日時　平成 18年 5月 26日㈮　午後 2時
場　　　所　岩出市役所　第六会議室（３階）
　なお、詳細については、事業部　農林経済課までお問
い合わせ下さい。

岩
出
市
西
野
２
０
９

岩
出
市
役
所　

事
業
部

　
　

農
林
経
済
課　

行

市
民
農
園
申
し
込
み

農
園
名　

船
戸
農
園

住　

所

氏ふ
り　

名が
な

電
話
番
号

〒649-6292

対
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
参
画

し
、
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会

を
築
く
た
め
の
指
針
と
な
る
「
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、

推
進
・
啓
発
を
し
て
い
ま
す
。
プ

ラ
ン
策
定
か
ら
３
年
が
経
過
し
た

今
年
、
更
な
る
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
て
プ
ラ
ン
の
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
様
方
の
ご

意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
委
員
を

公
募
し
ま
す
。

募　集　案　内
１．募集人数…３名
２．応募資格
① 20歳以上の岩出市民
②男女共同参画について関心が高く、積極的に参加できる方
③平日２時間程度、委員会に出席できる方

３．締切日…平成 18年 5月 31日㈬　消印有効
４．応募方法
官製ハガキに住所・氏名・年齢・職業・電話番号及び簡単
な自己紹介（応募動機等）を記入の上、岩出市役所市長公
室あて郵送してください。FAX、E-mail でも受け付けてい
ます。

５．委員の選考…応募者多数の場合は、抽選とします。
６．委員の任期…プランを策定し、市長に報告するまで。
問い合わせ・申し込み先
　　〒 649-6292　岩出市西野 209 番地　岩出市役所市長公室
　　TEL.62-2141（内線 113）、FAX.63-5229
　 E-mail：koushitsu@city.iwade.lg.jp

岩出市男女共同
参画プラン
策定委員会委員
募集のお知らせ

暮らしの情報

　

岩
出
市
で
は
、平
成
15
年
度
に
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
女
性
と
男
性
が
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学
生
の
方
も
二
十
歳
に
な
れ
ば

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生

は
所
得
が
な
く
、
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
た
め
在
学
期
間

中
の
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
し
、

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
と

き
は
、
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
の
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者
は

　

大
学
・
大
学
院
・
短
大
・
高
等

専
門
学
校
・
専
修
学
校
・
専
門
学

校
等
の
学
生
で
、
本
人
の
前
年
分

所
得
が
原
則
と
し
て
118
万
円
以
下

（
扶
養
親
族
等
が
い
な
い
場
合
）

の
方
で
す
。

▽
手
続
き
は

　

市
役
所
国
民
年
金
係
の
窓
口
に

学
生
証
又
は
在
学
証
明
書
（
い
ず

れ
も
コ
ピ
ー
可
）・
年
金
手
帳
・

認
め
印
を
持
参
し
、
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

毎
年
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、

昨
年
度
承
認
さ
れ
た
方
も
改
め
て

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
平
成
18
年
4
月
分
か
ら

承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
の
申

請
を
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

５
月
中
に
お
願
い
し
ま
す
。

▽
承
認
さ
れ
た
ら

　

学
生
納
付
特
例
期
間
中
の
病
気

や
け
が
で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き

に
は
、
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
期
間
は

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
期
間
（
25
年
）
に
は
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
る
た
め
に
、
学
生
納
付
特

例
期
間
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課　

国

民
年
金
係
ま
で
。

◎
対
象
と
な
る
方

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
で
、
次
の
条
件
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方
（
退
職
被
保
険
者
本

人
）
と
そ
の
被
扶
養
者
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

①
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て

い
な
い
方
。

②
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な

ど
（
国
民
年
金
は
除
く
）
の
老

齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い

て
、
こ
れ
ら
の
年
金
制
度
の
加

入
期
間
が
20
年
以
上
（
ま
た
は

40
歳
以
降
の
加
入
期
間
が
10
年

以
上
）
あ
る
方
。

　

右
記
に
該
当
し
て
い
る
方
で
、

年
金
を
も
ら
う
手
続
き
を
す
る
と

年
金
証
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の

で
、
年
金
証
書
・
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
・
印
鑑
を
ご
持
参
の

う
え
、
14
日
以
内
に
国
保
係
へ
届

け
出
て
下
さ
い
。

国民年金保険料の
学生納付特例制度
について
保険年金課　国民年金係
（内線 164 ～ 166）

退職者医療制度に
ついて

保険年金課　国保係
（内線 192・193）

米米やや
地域地域のの食材食材
をを使使ったった
料理料理

～岩出町生活研究グループ協議会大会

　　　　　　に出展された料理から～

今月は「じゃこと大豆の炊き込みご飯」をご紹介します。
［料理のいわれ、特徴］
　更年期を過ぎると、骨からカルシュウムが溶け出すのを防ぐ女性ホルモンの分泌が減
少するため、骨粗しょう症を招きやすくなる。大豆イソフラボンは体内で女性ホルモン
と同じような働きをし、じゃこはカルシウムを多く含む食品であり、骨の成長を助ける
ので料理に使ってみました。

さくらグループ

料理名 じゃこと大豆の炊き込みご飯 グループ名 さくらグループ

【材料】
米‥‥‥‥‥‥‥‥‥4合
大豆‥‥‥‥‥‥‥‥1合
じゃこ‥‥‥‥‥‥ 15ｇ
しょうが‥‥‥‥‥ 15ｇ
人参‥‥‥‥‥‥‥ 20ｇ
ゴボウ‥‥‥‥‥‥ 20ｇ
三つ葉‥‥‥‥‥‥ 45ｇ
昆布‥‥‥‥‥‥‥‥1切
しょう油‥‥ カップ 1/4
みりん‥‥‥ カップ 1/4
かつおだしの素１袋（小袋）

【作り方】
①　大豆 1合を洗って、フライパンで表面に少しこげ目
が付く程度に中火で煎る。

②　米を洗い昆布 1枚を入れ、①の大豆をあたたかいう
ちに入れる。

③　しょうが、人参、ゴボウはそれぞれ千切りにする。
④　②にじゃこと③の野菜を入れ、調味料も全て加えて
30分置いてから炊く。

⑤　炊き上がったら昆布を取り出す。三つ葉を 1㎝の長
さに切り、葉を少し残して後は炊き上がったご飯に
混ぜる。

⑤　盛りつけた時に、残しておいた三つ葉の葉を2～3ヶ
所にちりばめる。

暮らしの情報
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和
歌
山
県
下
水
道
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者

資
格
認
定
試
験
の

お
知
ら
せ

①
試
験
日

　

平
成
18
年
7
月
9
日
㈰

②
試
験
会
場　

国
立
和
歌
山
大
学

③
申
込
書
配
布
・
受
付
場
所

　

和
歌
山
市
下
水
道
総
務
課

　

紀
の
川
市
下
水
道
課

　
（
配
布
の
み
）

　

那
賀
振
興
局
建
設
部
総
務
課

④
申
込
書
配
布
期
間

　

5
月
15
日
㈪
〜

　
　
　
　
　

5
月
19
日
㈮
ま
で

⑤
申
込
書
受
付
期
間

　

5
月
22
日
㈪
〜

　
　
　
　
　

5
月
26
日
㈮
ま
で

⑥
受
験
講
習

　

受
験
講
習
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
7
月
2
日
㈰

　
（
◎
希
望
者
の
み
）

問
合
せ
先

　

日
本
下
水
道
協
会

　

和
歌
山
県
支
部

　

試
験
等
運
営
委
員
会
事
務
局

　

和
歌
山
市
下
水
道
部

　

下
水
道
総
務
課
内

　
　

℡
073
―
４
３
５
―
１
０
９
３

※
岩
出
市
で
は
、
公
共
下
水
道
供

用
開
始
ま
で
に
『
排
水
設
備
指
定

工
事
店
制
度
』
を
導
入
す
る
予
定

で
す
。
こ
の
制
度
は
、
排
水
設
備

工
事
に
お
い
て
専
門
的
知
識
を
有

し
、
か
つ
、
下
水
道
法
令
の
規
則

を
熟
知
し
、
こ
れ
を
遵
守
す
る
責

任
者
を
有
す
る
工
事
業
者
を
あ
ら

か
じ
め
指
定
し
、
市
民
の
皆
様

が
安
心
し
て
工
事
を
依
頼
で
き
る

よ
う
定
め
る
制
度
で
す
。
指
定
を

受
け
よ
う
と
考
え
て
お
ら
れ
ま
す

市
内
の
工
事
店
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
事
前
に
こ
の
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
資
格
を
取
得

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
和
歌
山
県
内
の
多
く
の

自
治
体
に
お
い
て
、
下
水
道
排
水

設
備
工
事
を
行
う
場
合
に
、
こ
の

責
任
技
術
者
資
格
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

（
※
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
先
は
、
下
水
道
課
ま
で
）

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

和
歌
山
労
働
局
か
ら

お
知
ら
せ

　

平
成
18
年
度
の
労
働
保
険
料
の

申
告
・
納
付
手
続
き
は
5
月
22
日

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
を
総
称
し
た
も
の
で
、

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
た
め

の
保
険
で
す
。

　

労
働
保
険
の
保
険
料
は
、
年
度

当
初
に
換
算
で
申
告
・
納
付
し
、

翌
年
度
の
当
初
に
確
定
申
告
の

上
、
精
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
労
働
保
険
料
の

申
告
・
納
付
の
手
続
き
は
、
和
歌

山
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収

室
、
又
は
最
寄
り
の
労
働
保
険
年

度
更
新
集
合
受
付
会
場
で
5
月
22

日
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
18
年
4
月
1
日
か

ら
労
災
保
険
率
等
が
改
正
さ
れ
る

た
め
、
平
成
18
年
度
の
労
働
保
険

料
の
概
算
保
険
料
の
申
告
か
ら
、

労
災
保
険
率
が
変
更
と
な
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
和
歌
山
労
働
局
総

務
部
労
働
保
険
徴
収
室
（
０
７
３

―
４
２
２
―
２
１
７
５
）
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

納
税
は
便
利
で
確
実
な

　

 

口
座
振
替
制
度
を

　
　

 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
制
度
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　

税
務
課
納
税
係
（
内
線
１
５
１
）

  

固
定
資
産
税
納
期

　

平
成
18
年
度
固
定
資
産
税
第
１

期
分
と
全
期
前
納
分
の
納
期
限

は
、
５
月
31
日
で
す
。

　

期
日
に
遅
れ
な
い
よ
う
お
納
め

く
だ
さ
い
。

和
歌
山
レ
デ
ィ
ー
ス
卓
球
大
会

○
日
時　

平
成
18
年
2
月
26
日
㈰

○
場
所　

和
歌
山
市
立

　
　
　
　
　
　
　

松
下
体
育
館

○
結
果　

2
位
グ
ル
ー
プ
3
位

岩
出
ク
ラ
ブ
（
小
林
公

子
・
保
井
廣
子
）

紀
の
川
市
誕
生
記
念

　
　
　
　
　

剣
道
練
成
大
会

○
日
時　

平
成
18
年
3
月
12
日
㈰

○
場
所　

紀
の
川
市
打
田
体
育
館

○
結
果

〔
個
人
戦
〕

•
小
学
生
一
・
二
年
の
部

優
勝　

奥
谷
祥
大
（
岩
出
ス
ポ
少
）

3
位　

上
杉
優
士
（
岩
出
ス
ポ
少
）

•
小
学
生
三
・
四
年
の
部

優
勝　

山
本
晨
平
（
岩
出
ス
ポ
少
）

3
位　

堀
内
怜
央
（
岩
出
ス
ポ
少
）

•
小
学
生
五
・
六
年
の
部

優
勝　

土
井
昂
祐
（
岩
出
ス
ポ
少
）

第
14
回
岩
出
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時　

平
成
18
年
3
月
19
日
㈰

○
場
所　

岩
出
町
民
総
合
体
育
館

○
結
果 

〔
男
子
〕

優
勝　

山
東
亮
・
平
野
晃

　
　
　
　
　
　
　
　
（
那
賀
高
校
）

2
位　

山
東
・
朝
稲

　
　
　
　
　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

〔
女
子
Ａ
〕

優
勝　

北
野
・
西
出
（
那
賀
高
校
）

2
位　

土
岐
・
茶
谷
（
キ
ラ
ラ
）

〔
男
子
Ｂ
〕

優
勝　

土
岐
・
藤
川
（
那
賀
高
校
）

2
位　

山
之
上
・
浜
口

　
　
　
　
　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

〔
女
子
Ｂ
〕

優
勝　

泉
・
坂
野
（
那
賀
高
校
）

2
位　

佐
竹
・
国
本
（
キ
ラ
ラ
）

〔
男
子
Ｃ
〕

優
勝　

山
裾
・
瀬
藤
（
振
興
局
）

2
位　

松
山
・
岩
田

　
　
　
　
　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ)

〔
男
子
Ｄ
〕

優
勝　

土
岐
・
峰
山
（
オ
レ
ン
ジ
）

2
位　

杉
岡
・
森
下
（
振
興
局
）

〔
Ｅ
〕

優
勝　

伊
藤
・
金
田
（
近
畿
大
学
）

2
位　

田
中
・
中
村
（
近
畿
大
学
）

〔
混
合
ダ
ブ
ル
ス
〕

優
勝　

鯉
田
・
早
（
キ
ラ
ラ
）

2
位　

鈴
木
・
久
保
（
オ
レ
ン
ジ
）

ス
ポ
ー
ツ 

主
な
大
会
結
果
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車
間
距
離
保
ち
円
満
夫
婦
仲　

　
　
　
　
　
　
　
　

福
田　

　

斌

あ
の
世
行
き
妻
よ
り
先
を
祈
願
す
る　

　
　
　
　
　

福
田　

武
幸

同
好
会
私
に
素
敵
な
夢
く
れ
る　

　
　
　
　
　
　
　

藤
井　

幸
子

岩
出
市
と
筆
太
に
書
く
初
便
り　

　
　
　
　
　
　
　

村
中　

悦
男

海
馬
打
ち
基
盤
の
上
を
駆
け
廻
す　

　
　
　
　
　
　

目
取
真
ち
か

司
法
の
目
加
害
者
だ
け
に
な
ぜ
甘
い　

　
　
　
　
　

湯
川　

夕
陽

子
を
論
す
母
の
言
葉
に
嘘
は
な
い　

　
　
　
　
　
　

湯
峯　

保
子

酒
飲
ん
で
二
連
覇
逃
が
す
自
分
か
ら　

　
　
　
　
　

吉
田　

泰
司

ニ
ュ
ー
岩
出
明
日
を
励
む
道
も
出
来　

　
　
　
　
　

和
田　

良
一

美
し
く
老
い
た
し
励
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

　
　
　
　

上
岡　

正
直

告
知
よ
り
半
年
過
ぎ
た
顔
の
春　

　
　
　
　
　
　
　

榎
本　

風
化

肩
の
荷
を
降
ろ
す
と
覗
く
青
い
空　

　
　
　
　
　
　

小
倉　

ア
サ

ネ
ク
タ
イ
は
や
は
り
信
頼
さ
れ
る
か
も　

　
　
　
　

小
谷　

　

啓

私
利
私
欲
祈
れ
ば
神
も
横
を
向
く　

　
　
　
　
　
　

田
村　

政
治

列
島
を
テ
レ
ビ
で
魅
せ
た
王
ジ
ャ
パ
ン　

　
　
　
　

鳥
羽　

正
義

初
め
て
の
方
も
一
度
覗
い
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
入
会
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
川
柳
岩
出
事
務
局
＝
和
田
＝
（
六
一
―
三
四
六
九
）
ま

で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

川
柳
岩
出

　

㈶
和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

で
は
、「
日
常
生
活
の
中
で
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
気
づ
い
た

こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に

県
内
の
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒
を

対
象
に
平
成
17
年
7
月
1
日
か
ら
9

月
５
日
ま
で
の
間
、
作
文
を
募
集
し

ま
し
た
。

　

８
，
６
７
３
点
の
応
募
作
文
の
内
、

入
選
作
品
が
60
点
あ
り
ま
し
た
。

　

岩
出
市
か
ら
10
名
の
方
が
入
選
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
4
月
か
ら
10
回
に

わ
け
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

佳　

作

二
つ
の
こ
と
ば
の
力

　

山
崎
小
学
校　

2
年 

中な
か
や屋  

実み

ゆ優

(

学
年
は
入
選
当
時
の
学
年
で
す
。)

　

こ
と
ば
に
は
、
二
つ
の
力
が
あ
り

ま
す
。
い
い
力
と
わ
る
い
力
の
二
つ

の
力
で
す
。

　

い
い
力
は
、
人
に
元
気
を
あ
た
え
、

わ
る
い
力
は
人
を
き
ず
つ
け
ま
す
。

　

わ
た
し
が
ね
つ
を
出
し
た
り
、
し

ん
ど
く
な
っ
た
と
き
、
早
く
元
気
に

な
っ
て
ね
と
、
友
だ
ち
か
ら
手
紙
を

も
ら
っ
た
と
き
、
わ
た
し
は
早
く
元

気
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
な
か
よ
し
の
友
だ
ち
と
あ

そ
ん
で
い
た
ら
、
け
ん
か
し
て
、

「
か
え
れ
。」

と
い
わ
れ
た
と
き
、
わ
た
し
は
と
て

も
い
や
な
、
な
き
た
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
も
う
そ
ん
な
か
な
し

い
思
い
を
し
た
く
な
い
の
で
、
い
い

こ
と
ば
を
た
く
さ
ん
ん
つ
か
っ
て
、

き
ず
つ
い
て
い
る
友
だ
ち
を
は
げ
ま

し
た
り
、
元
気
に
し
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こ ん な と き 届出に必要なもの

国
保
に
は
い
る
と
き

他の市町村から転入して
きたとき 印鑑

職場の健康保険の資格が
なくなったとき

印鑑、職場の健康保険資
格喪失証明書
（資格喪失日の分かる書
面）

職場の健康保険の被扶養
者でなくなったとき

子どもが生まれたとき 印鑑、保険証

生活保護を受けなくなっ
たとき

印鑑、保護廃止決定通知
書

国
保
を
や
め
る
と
き

他の市町村に転出すると
き 印鑑

職場の健康保険にはいっ
たとき 印鑑、国保と健保の両方

の保険証職場の健康保険の被扶養
者になったとき
国保の被扶養者が死亡し
たとき 印鑑、保険証

生活保護を受けるように
なったとき

印鑑、保険証、保護開始
決定通知書

そ　
　

の　
　

他

退職者医療制度の対象に
なったとき 印鑑、保険証、年金証書

町内で住所が変わったと
き

印鑑、保険証世帯主や氏名が変わった
とき
世帯が分かれたり、いっ
しょになったとき
修学のため、別に住所を
定めるとき

印鑑、保険証、在学証明
書

保険証を失くしたり、汚れて
使えなくなったとき

印鑑、身分を証明するもの
（使えなくなった保険証）

国保への届出は必ず 14日以内に国保への届出は必ず 14日以内に

暮らしの情報
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日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室

5月のカレンダー

中央公民館図書館・上岩出地区公民館図書室

印は休館日です

☆本はひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆AV資料はおひとり３点まで１週間借りられます。

図書館へ行こう!
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

岩出図書館
（根来 1472 番地の 1）☎ 62-7222

印は閲覧のみです
（貸出はできません）

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

おはなし会のお知らせおはなし会のお知らせ
場所 : 岩出図書館おはなし室

☆おはなしドロップス
　図書館ボランティア「おはなしドロップス」のみなさんによるお
はなし会です。毎月第 1日曜日に行う予定です。詳しい内容につい
ては、岩出図書館の掲示板をご覧ください。
　今月は、5 月 7日㈰
　　第 1部 13:30 ～ 14:00（30 分）対象…幼児
　　第 2部 14:15 ～ 14:45（30 分）対象…小学生

☆おはなしのとびら
　朗読グループ「岩出やよい会」のみなさんによるおはなし会です。
毎月第 3土曜日に行う予定です。詳しい内容については、岩出図書
館の掲示板をご覧ください。
　今月は、5 月 20 日㈯
　　第 1部 10:30 ～ 11:00（30 分）対象…幼児
　　第 2部 11:15 ～ 11:45（30 分）対象…小学生

おりがみで
あそぼう !

　5月 5日の「子どもの日」
の事業として、「おりがみ
であそぼう」を開催します。
　おりがみは紙のマジック !
おりがみの世界にどうぞ !
▷日　時
　5月 5日㈮
　午後 1時 30分～ 3時 00分
▷場　所
　岩出図書館　大会議室
▷対象者
　小学生 50名（先着順）
▷申込方法
　図書館カウンターで受付。
▷費　用　無料

平成 18年度法務省人権啓発活動地方委託事業

こどもたちの内なる力
　4月に開催しました「絵本のこころ こどものこころ」に続いて、平成 18年
度法務省人権啓発活動地方委託事業の第 2弾として、講演会「こどもたちの内
なる力」を開催します。
　講師には「ガンが病気じゃなくなったとき」の著者で、愛知医科大学看護学
部非常勤講師の岩崎順子さんをお招きします。

　6月 3日㈯　午後 1時 30分～
　　　　　場　所　岩出図書館　大会議室

　　　　　定　員　先着 100 名

　　　　　その他　一時保育あり（1歳から就学前まで）
　　　　　　　　　一時保育を希望される方は 5月 30日までにお申し込み下さい
••••••••••••••••••••••••••••••
岩崎順子（いわさき じゅんこ）さん
夫のガン発見から自宅でなくなるまでの体験をまとめた『ガンが病気じゃなくなったとき』の著者。
小冊子として自費出版し、7,000 部の増刷を重ねた同著が昨年 9月、これまで書ききれていなかった
思い出や今の心境などを新たに盛り込み、東京の出版社から単行本として発行されました。海南市在住。
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市の人口と世帯（平成 18年 3月末日現在）　総人口 51,283 人　男 24,784 人　女 26,499 人　世帯数 18,910

市民憲章の文案を募集します
　平成 18年 4月 1日「岩出市」誕生の記念すべき年に、私たち
の岩出市を活力あふれ、住んでよかったと思えるまちにするため、
すべての市民の生活の基準となる「岩出市市民憲章」を制定する
こととなりました。
　市民憲章の制定にあたっては、市民の総意を反映することが大
切なことでもありますので、市民憲章の文案を広く市民の皆様方
から募集いたします。ふるってご応募下さい。

岩出町民憲章
　私達は緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出町の町民
であることに誇りをもち平和でより豊かな町をつくるた
めこの憲章を定めます

自然を大切にしきれいな町をつくりましょう
人を愛し助けあう笑顔の町をつくりましょう
健やかで生きがいをもつ町民になりましょう
教養を高め歴史と文化を愛する町民になりましょう
産業を盛んにし活力あふれる町づくりに努めましょう

◇市民憲章の内容と形式
岩出市民であることの自覚と誇りをもって実行できる目標として、だれもが理解できる内容にして
下さい。
形式は前文と本文にし、前文は岩出市のまちの特色を表し、本文は 5項目程度の簡易な標語形式とし、
わかりやすい簡単な言葉を用いて下さい。（前文は100文字以内、本文は1項目30字程度とします。）

◇応募資格
　岩出市民及び岩出市内の事業所、学校等に勤務、通学している人。
◇応募方法
○応募用紙は自由です。官製はがき、FAX、電子メールなど応募方法は問いません。
○応募は、ひとり、一点限りとします。
○応募用紙には、住所、氏名、年令、職業（学生・生徒は学校名、学年）及び電話番号を明記して下さい。
◇応募・問い合わせ
　〒 649-6292　岩出市役所市長公室　TEL：62-2141　FAX：63-5229
　電子メール：koushitsu@city.iwade.lg.jp
◇応募締切　平成 18年 5月 19日㈮（当日消印有効）
◇選考の方法
応募作品の中から「岩出市市民憲章制定委員会」が優秀作品を選考し、決定します。（一部を補作す
る場合があります。）
　優秀作品については、広報紙において発表するとともに、市民憲章策定後、記念品を差し上げます。
◇作品の取り扱い
○応募作品に関する一切の権利は、岩出市に帰属し、作品はすべて返却しません。
○市民憲章を表示した「碑」を建立します。


